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参
考
条
文
（
自
立
支
援
計
画
関
係
）

◎
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）

（
養
育
）

第
二
十
三
条
乳
児
院
に
お
け
る
養
育
は
、
乳
幼
児
の
心
身
及
び
社
会
性
の
健
全
な
発
達
を
促
進
し
、
そ
の
人
格
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
３
（
略
）

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
）

第
二
十
四
条
の
二
乳
児
院
の
長
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入
所
中
の
個
々
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
乳
幼
児
や
そ
の

家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
生
活
支
援
）

第
二
十
九
条
母
子
生
活
支
援
施
設
に
お
け
る
生
活
支
援
は
、
母
子
を
共
に
入
所
さ
せ
る
施
設
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
親
子
関
係
の
再
構
築
等
及

び
退
所
後
の
生
活
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
個
々
の
母
子
の
家
庭
生
活
及
び
稼
働
の
状
況
に
応
じ
、
就
労
、
家
庭
生
活
及
び
児
童
の
養
育
に
関

す
る
相
談
、
助
言
及
び
指
導
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
等
の
支
援
に
よ
り
、
そ
の
自
立
の
促
進
を
目
的
と
し
、
か
つ
、
そ
の
私
生
活

を
尊
重
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
）

第
二
十
九
条
の
二
母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入
所
中
の
個
々
の
母
子
に
つ
い
て
、
母
子
や
そ
の
家
庭
の

状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
養
護
）

第
四
十
四
条
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
養
護
は
、
児
童
に
対
し
て
安
定
し
た
生
活
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
生
活
指
導
、
学
習
指
導
、
職
業
指
導

及
び
家
庭
環
境
の
調
整
を
行
い
つ
つ
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
と
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
）

第
四
十
五
条
の
二
児
童
養
護
施
設
の
長
は
、
第
四
十
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入
所
中
の
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
や
そ
の
家
庭

の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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参
考
条
文
（
自
立
支
援
計
画
関
係
）

（
心
理
療
法
、
生
活
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
）

第
七
十
五
条
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
お
け
る
心
理
療
法
及
び
生
活
指
導
は
、
児
童
の
社
会
的
適
応
能
力
の
回
復
を
図
り
、
児
童
が
、
当

該
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
を
退
所
し
た
後
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
（
略
）

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
）

第
七
十
六
条

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
長
は
、
前
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入
所
中
の
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
や
そ

の
家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
生
活
指
導
、
職
業
指
導
、
学
科
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
）

第
八
十
四
条

児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
生
活
指
導
及
び
職
業
指
導
は
、
す
べ
て
児
童
が
そ
の
適
性
及
び
能
力
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
社
会

人
と
し
て
健
全
な
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
３
（
略
）

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
）

第
八
十
四
条
の
二

児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
は
、
前
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入
所
中
の
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
や
そ
の

家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
里
親
が
行
う
養
育
に
関
す
る
最
低
基
準
（
平
成
十
四
年
九
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
六
号
）

（
自
立
支
援
計
画
の
遵
守
）

第
十
条

里
親
は
、
児
童
相
談
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
当
該
里
親
並
び
に
そ
の
養
育
す
る
委
託
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
の
意
見
を
聴
い
て
当
該
委
託

児
童
ご
と
に
作
成
す
る
自
立
支
援
計
画
に
従
っ
て
、
当
該
委
託
児
童
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
※
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

第
一
条
の
二
十
四
養
育
者
は
、
児
童
相
談
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
当
該
養
育
者
並
び
に
そ
の
養
育
す
る
委
託
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
の
意
見
を
聴

い
て
当
該
委
託
児
童
ご
と
に
作
成
す
る
自
立
支
援
計
画
に
従
つ
て
、
当
該
委
託
児
童
を
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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●
「
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
入
所
者
の
自
立
支
援
計
画
に
つ
い
て
」

（
平
成
1
7
年
8
月
1
0日
雇
児
福
発
第
08
10
00
1号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
長
通
知
）
＜
抜
粋
＞

近
年
、
児
童
相
談
所
や
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
、
虐
待
な
ど
複
雑
か
つ
深
刻
化
す
る
子
ど
も
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
と
家
庭
に

対
す
る
的
確
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
こ
れ
に
基
づ
い
た
適
切
な
自
立
支
援
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準

（
昭
和
２
３
年
厚
生
省
令
第
６
３
号
。
以
下
「
最
低
基
準
」
と
い
う
。
）
を
改
正
し
、
平
成
１
７
年
４
月
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
等
の
各
施
設
長
は
、
入
所
者
に

対
し
て
計
画
的
な
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
個
々
の
入
所
者
に
対
す
る
支
援
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
自

立
支
援
計
画
に
つ
い
て
は
、
児
童
自
立
支
援
計
画
研
究
会
に
よ
り
検
討
さ
れ
、
「
子
ど
も
自
立
支
援
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い

う
。
）
」
と
し
て
報
告
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
入
所
者
の
援
助
に
係
る
計
画
に
つ
い
て
、
下
記
の
点
に

留
意
し
つ
つ
、
自
立
支
援
計
画
を
策
定
し
、
入
所
者
の
援
助
向
上
の
観
点
か
ら
、
そ
の
一
層
の
活
用
を
図
ら
れ
た
い
｡

な
お
、
児
童
相
談
所
に
お
い
て
も
、
施
設
入
所
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
「
子
ど
も
家
庭
総
合
評
価
票
」
を
積
極
的
に
活
用
し
、

適
切
な
総
合
診
断
を
行
い
、
施
設
職
員
等
の
関
係
者
と
十
分
に
協
議
し
て
援
助
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
留
意
願
い
た
い
。

お
っ
て
、
平
成
１
０
年
３
月
５
日
児
家
第
９
号
厚
生
省
児
童
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
長
通
知
「
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
入
所
者
の
自
立
支
援
計
画

に
つ
い
て
」
及
び
平
成
１
６
年
５
月
２
７
日
雇
児
福
発
第
0
5
2
7
0
0
1号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
家
庭
福
祉
課
長
通
知
「乳
児
院
に
お
け
る

自
立
支
援
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
は
廃
止
す
る
。

記

第
１
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
、
児
童
自
立
支
援
施
設
又
は
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
に
係
る
自
立
支
援
計
画
に
つ

い
て 児
童
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
担
当
職
員
の
み
な
ら
ず
施
設
長
を
始
め
と
す
る
職
員
が
共
同
し
て
、
生
活

指
導
、
職
業
指
導
、
家
庭
環
境
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
入
所
中
は
も
と
よ
り
退
所
後
に
つ
い
て
も
継

続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
自
立
支
援
の
視
点
に
立
っ
た
指
導
の
充
実
や
、
子
ど
も
の
通
学
す
る
学
校
、
児
童
相
談

所
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
個
々
の
子
ど
も
の
状
況
を
十
分
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
情
報
を
共
有
化
す
る
た
め
の
ケ
ー
ス
概
要
を

基
に
ケ
ー
ス
検
討
会
議
等
で
十
分
に
検
討
し
、
個
別
の
子
ど
も
に
つ
い
て
自
立
支
援
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
支
援
を
行
わ
れ
た
い
。

こ
の
自
立
支
援
計
画
は
、
子
ど
も
の
施
設
入
所
時
に
策
定
す
る
方
法
に
加
え
、
入
所
後
数
か
月
間
は
、
児
童
相
談
所
で
作
成
し
た
援
助
指
針
を

自
立
支
援
計
画
と
し
て
活
用
し
、
子
ど
も
を
支
援
し
た
後
に
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
評
価
・
検
討
し
、
子
ど
も
本
人
、
保
護
者
、
児
童
相
談
所
及

び
関
係
機
関
の
意
見
や
協
議
な
ど
を
踏
ま
え
、
策
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
児
童
相
談
所
が
作
成
す
る
援
助
指
針
は
、
子
ど
も
及

び
保
護
者
の
意
向
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
、
施
設
と
十
分
に
協
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
自
立
支
援
計
画
の
策
定
後
は
､計
画

が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
､目
標
の
達
成
状
況
な
ど
か
ら
支
援
効
果
に
つ
い
て
客
観
的
な
評
価
を
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行
い
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
計
画
(課
題
設
定
・
目
標
設
定
・
援
助
の
方
法
等
）の
妥
当
性
な
ど
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
自
立
支
援
計
画
等
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
再
評
価
に
際
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
た
「
子
ど
も
家
庭
総
合
評
価
票
」
等
を
活
用
し
つ
つ
、
子
ど
も
や
保

護
者
、
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
者
と
連
携
を
図
り
、
評
価
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
い

わ
ゆ
る
問
題
行
動
や
短
所
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
の
援
助
が
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
果
た
し
た
役
割

を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
援
助
に
関
し
さ
ら
に
改
善
の
求
め
ら
れ
る
部
分
を
発
見
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
当
該
計
画
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
標
準
的
と
考
え
ら
れ
る
書
式
を
別
添
１
と
し
て
添
付
し
た
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

第
２
母
子
生
活
支
援
施
設
の
入
所
者
に
係
る
自
立
支
援
計
画
に
つ
い
て

母
子
生
活
支
援
施
設
の
入
所
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
担
当
職
員
の
み
な
ら
ず
施
設
長
を
初
め
と
す
る
職
員
が
共
同
し
て
、
就
労
、
家

庭
生
活
及
び
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
等
各
援
助
領
域
を
通
じ
、
入
所
中
は
も
と
よ
り
退
所
後
に
つ
い
て
も
継
続
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
母
子
家
庭
の
自
立
支
援
の
観
点
に
立
っ
た
支
援
の
充
実
や
、
福
祉
事
務
所
、
母
子
自
立
支
援
員
、
児
童
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
、
母
子
福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安
定
所
、
子
ど
も
の
通
学
す
る
学
校
や
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
、
入
所
者
個
別
の
自
立
支
援
計
画
を
策
定
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
当
該
計
画
は
、
入
所
時
に
福
祉
事
務
所
、
母
子
自
立
支
援
員
等
と
協
議
の
上
、
母
子
自
身
の
意
見
・
意
向
を
踏
ま
え
て
策
定
し
、
以
後
は

定
期
的
に
福
祉
事
務
所
等
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
再
評
価
を
行
う
こ
と
。
再
評
価
に
関
し
て
は
、
母
子
の
問
題
や
短
所
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
こ

と
の
な
い
よ
う
留
意
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
の
援
助
が
母
親
の
自
立
及
び
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
果
た
し
た
役
割
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
援
助
に

関
し
、
さ
ら
に
改
善
の
求
め
ら
れ
る
部
分
を
発
見
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
。
な
お
、
当
該
計
画
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
各
施
設
に
お

い
て
策
定
し
て
い
た
個
別
処
遇
計
画
に
所
要
の
修
正
を
す
る
こ
と
で
も
足
り
る
も
の
で
あ
る
が
、
標
準
的
と
考
え
ら
れ
る
書
式
を
別
添
２
と
し
て
添

付
し
た
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
最
低
基
準
に
お
い
て
は
、
母
子
生
活
支
援
施
設
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
係
る
規
定
（
第
３
０
条
の
２
）
に
よ
り
、
母
子
生
活
支

援
施
設
の
長
は
、
福
祉
事
務
所
等
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
て
、
母
子
の
保
護
及
び
生
活
の
支
援
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
措
置
を
採
っ
た
福
祉
事
務
所
に
あ
っ
て
は
、
自
立
支
援
計
画
の
作
成
に
関
し
施
設
か
ら
意
見
等

を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
協
力
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。
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（
記
載
要
領
）

１
「
本
人
の
意
向
」
及
び
「
保
護
者
の
意
向
」
に
は
、
本
人
や
保
護
者
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
支
援
・
治
療
を
望
ん
で
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
記
入
す
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
支
援
・
治
療
ニ
ー
ズ
・
内
容
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
記
入
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
乳
幼
児

の
場
合
に
は
「
本
人
の
意
向
」
を
省
略
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
が
、
可
能
な
限
り
聴
取
す
る
こ
と
。

な
お
、
本
人
と
保
護
者
と
の
意
向
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
明
確
と
な
る
よ
う
記
入
す
る
。

２
「
支
援
方
針
」
に
つ
い
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
や
総
合
診
断
及
び
施
設
に
お
け
る
支
援
状
況
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
到
達
し
た
い

と
考
え
て
い
る
内
容
や
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
記
入
す
る
。

※
支
援
す
る
側
の
視
点
で
記
入
す
る
。

３
ケ
ー
ス
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
「
長
期
目
標
」
は
概
ね
６
ヶ
月
～
２
年
程
度
で
達
成
可
能
な
目
標
を
設
定
す
る
。
「
短
期
目
標
」
は
概
ね
１
～
３
ヶ
月
程
度

で
達
成
し
た
り
進
展
す
る
よ
う
な
目
標
を
設
定
す
る
。

「
長
期
目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
に
よ
り
具
体
的
な
目
標
と
し
て
「
短
期
目
標
」
を
設
定
す
る
。

４
「
支
援
上
の
課
題
」
に
つ
い
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
や
総
合
診
断
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
優
先
的
・
重
点
的
課
題
に
つ
い
て
、
優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
具

体
的
に
記
入
す
る
。

５
「
支
援
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
「
支
援
方
針
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
「
支
援
上
の
課
題
」
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
目
標
を
記
入
す
る
。

６
「
支
援
内
容
・
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
支
援
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
支
援
内
容
・
方
法
に
つ
い
て
、
回
数
や
頻
度
な
ど
を
含
め
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
記
入
す

る
こ
と
。

７
「
評
価
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
作
成
者
（
担
当
者
）
が
中
心
に
な
っ
て
、
職
員
に
よ
る
行
動
観
察
、
評
価
票
を
は
じ
め
と
し
た
客
観
的
評
価
、
子
ど
も
本
人
の
自
己

評
価
な
ど
の
資
料
に
基
づ
き
、
達
成
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
ケ
ー
ス
検
討
会
議
な
ど
に
お
い
て
、
関
係
職
員
と
検
討
の
上
、
行
う
。

な
お
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
計
画
書
を
必
要
に
応
じ
て
開
示
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
欄
の
記
入
内
容
に
つ
い
て
は
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
こ
と
と
し
、
別
紙

（
例
：
月
間
評
価
票
な
ど
の
よ
う
な
も
の
）
に
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
記
載
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

８
特
記
事
項
欄
に
は
、
通
信
・
面
会
の
制
限
状
況
や
関
係
機
関
と
の
連
携
状
況
な
ど
特
記
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
記
入
す
る
。

９
必
要
な
内
容
は
、
様
式
の
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
枠
を
広
げ
る
な
ど
工
夫
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

※
自
立
支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
新
た
な
用
紙
に
策
定
す
る
こ
と
。
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（
記
載
要
領
）

１
総
括
的
事
項

①
自
立
支
援
計
画
（
母
子
生
活
支
援
施
設
）
は
、
施
設
長
、
担
当
職
員
だ
け
で
な
く
、
支
援
に
あ
た
る
職
員
全
体
で
合
議
の
上
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

②
策
定
に
当
た
っ
て
は
福
祉
事
務
所
・
母
子
相
談
員
と
十
分
協
議
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
所
要
の
協
議
を
行
う
こ
と
。

③
計
画
に
基
づ
い
た
実
践
の
経
過
を
記
録
し
、
定
期
的
に
再
評
価
を
行
い
、
再
評
価
に
基
づ
い
て
次
期
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

２
「
子
ど
も
の
状
況
」
欄

就
学
及
び
就
職
の
状
況
、
心
身
の
状
態
、
特
に
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

３
「
措
置
理
由
」
欄

措
置
権
者
が
施
設
入
所
措
置
を
採
っ
た
理
由
を
簡
潔
に
記
載
す
る
こ
と
。

４
「
課
題
」
欄

記
入
日
時
点
で
母
子
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
、
当
面
解
決
す
べ
き
も
の
と
中
・
長
期
的
な
課
題
に
分
け
て
記
載
す
る
こ
と
。

５
「
母
子
・
関
係
者
意
見
」
欄

①
「
課
題
」
欄
に
記
載
し
た
事
項
に
対
す
る
母
子
等
の
意
向
・
意
見
を
記
載
す
る
こ
と
。

②
母
子
か
ら
聴
取
す
る
際
に
は
、
受
容
的
、
非
審
判
的
態
度
で
接
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
話
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
。

③
子
ど
も
の
意
向
聴
取
は
、
必
要
に
応
じ
、
母
の
同
意
を
得
た
上
、
母
と
は
別
個
に
行
う
こ
と
。

④
母
子
か
ら
の
聴
取
に
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
記
載
し
て
空
欄
と
す
る
こ
と
。

６
「
自
立
支
援
目
標
」
欄

「
課
題
」
欄
や
「
母
子
・
関
係
者
意
見
」
欄
を
参
考
に
し
て
、
次
期
計
画
ま
で
の
間
の
母
子
の
自
立
支
援
目
標
（
一
般
）
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

７
「
再
評
価
の
実
施
予
定
日
」
欄

次
期
、
再
評
価
を
行
う
予
定
時
期
を
記
入
す
る
こ
と
。

８
「
各
領
域
の
具
体
的
支
援
目
標
及
び
方
法
」
欄

「
自
立
支
援
目
標
」
を
実
現
す
る
た
め
の
領
域
別
具
体
的
支
援
目
標
及
び
方
法
（
関
係
機
関
と
の
連
携
の
あ
り
方
を
含
む
）
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

９
「
再
評
価
」
欄

再
評
価
を
行
っ
た
際
に
、
各
領
域
の
具
体
的
支
援
目
標
に
つ
い
て
の
達
成
状
況
を
記
入
す
る
こ
と
。
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児
童
養
護
施
設
運
営
指
針
＜
抜
粋
＞

第
Ⅱ
部
各
論

３
．
自
立
支
援
計
画
、
記
録

（
１
）
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
と
自
立
支
援
計
画
の
策
定

①
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
や
、
生
活
状
況
等
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
手
順
を
定
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
子
ど
も
の
個
々
の
課
題
を
具
体
的

に
明
示
す
る
。

・
児
童
相
談
所
と
の
話
し
合
い
や
関
係
書
類
、
子
ど
も
本
人
と
の
面
接
な
ど
で
、
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
や
生
活
状
況
、
保
護
者
の
状
況
な
ど
家
庭

環
境
、
学
校
で
の
様
子
な
ど
を
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
統
一
し
た
様
式
に
則
っ
て
記
録
す
る
。

・
把
握
し
た
情
報
を
総
合
的
に
分
析
・
検
討
し
、
課
題
を
具
体
的
に
明
示
す
る
。

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
子
ど
も
の
担
当
職
員
を
は
じ
め
、
心
理
療
法
担
当
職
員
、
家
庭
支
援
専
門
相
談
員
な
ど
が
参
加
す
る
ケ
ー
ス
会
議
で
合
議
し
て

行
う
。

②
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
て
子
ど
も
一
人
一
人
の
自
立
支
援
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
体
制
を
確
立
し
、
実
際
に
機
能
さ
せ
る
。

・
自
立
支
援
計
画
策
定
の
責
任
者
（
基
幹
的
職
員
等
）
を
設
置
す
る
。

・
児
童
相
談
所
と
援
助
方
針
等
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
、
自
立
支
援
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

・
ま
た
、
策
定
し
た
自
立
支
援
計
画
を
児
童
相
談
所
に
提
出
し
、
共
有
す
る
。

・
自
立
支
援
計
画
は
、
ケ
ー
ス
会
議
で
合
議
し
て
策
定
す
る
。

・
自
立
支
援
計
画
に
は
、
支
援
上
の
課
題
と
、
課
題
解
決
の
た
め
の
支
援
目
標
と
、
目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
支
援
内
容
・
方
法
を
定
め
る
。

・
支
援
目
標
は
、
子
ど
も
に
理
解
で
き
る
目
標
と
し
て
表
現
し
、
努
力
目
標
と
し
て
子
ど
も
に
説
明
す
る
。

・
策
定
さ
れ
た
自
立
支
援
計
画
を
、
全
職
員
で
共
有
し
、
養
育
・
支
援
は
統
一
か
つ
統
合
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

③
自
立
支
援
計
画
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
実
施
状
況
の
振
り
返
り
や
評
価
と
計
画
の
見
直
し
を
行
う
手
順
を
施
設
と
し
て
定
め
、
実
施
す
る
。

・
自
立
支
援
計
画
の
見
直
し
は
、
子
ど
も
と
と
も
に
生
活
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
の
意
向
を
確
認
し
、
併
せ
て
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら
を

反
映
さ
せ
つ
つ
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
て
行
う
。

・
計
画
の
見
直
し
時
に
は
、
支
援
方
法
を
振
り
返
り
、
自
己
評
価
し
、
支
援
の
成
果
に
つ
い
て
分
析
、
検
証
を
行
い
、
専
門
性
や
技
術
の
向
上
に
努
め

し
、
施
設
全
体
の
支
援
の
向
上
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
計
画
の
評
価
・
見
直
し
は
、
少
な
く
と
も
半
年
ご
と
に
定
期
的
に
行
い
、
か
つ
緊
急
の
見
直
し
な
ど
必
要
に
応
じ
て
行
う
。
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（
２
）
子
ど
も
の
養
育
・
支
援
に
関
す
る
適
切
な
記
録

①
子
ど
も
一
人
一
人
の
養
育
・
支
援
の
実
施
状
況
を
適
切
に
記
録
す
る
。

・
入
所
か
ら
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
の
養
育
・支
援
の
実
施
状
況
を
、
家
族
及
び
関
係
機
関
と
の
や
り
と
り
等
を
含
め
て
適
切
に
記
録
す
る
。

・
記
録
内
容
に
つ
い
て
職
員
間
で
ば
ら
つ
き
が
生
じ
な
い
よ
う
工
夫
す
る
。

②
子
ど
も
や
保
護
者
等
に
関
す
る
記
録
の
管
理
に
つ
い
て
、
規
程
を
定
め
る
な
ど
管
理
体
制
を
確
立
し
、
適
切
に
管
理
を
行
う
。

・
記
録
の
管
理
に
つ
い
て
個
人
情
報
保
護
と
情
報
開
示
の
観
点
か
ら
、
研
修
を
実
施
す
る
。

・
守
秘
義
務
の
遵
守
を
職
員
に
周
知
す
る
。

③
子
ど
も
や
保
護
者
等
の
状
況
等
に
関
す
る
情
報
を
職
員
が
共
有
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を
行
う
。

・
施
設
に
お
け
る
情
報
の
流
れ
を
明
確
に
し
、
情
報
の
分
別
や
必
要
な
情
報
が
的
確
に
届
く
仕
組
み
を
整
備
す
る
。

・
施
設
の
特
性
に
応
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
、
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
作
る
。
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進
学

就
職

そ
の
他

大
学
等

専
修
学
校
等

児
童
養
護
施
設
児

1
,8
00
人

2
0
0
人
11
.1
%

2
1
9
人

1
2.
2
%

1
,
2
6
7
人

7
0.
4
%

1
1
4
人

6.
3
%

う
ち
在
籍
児

2
93
人

5
2
人
17
.7
%

5
0
人

1
7.
1
%

1
4
2
人

4
8.
5
%

4
9
人

1
6.
7
%

う
ち
退
所
児

1
,5
07
人

1
4
8
人

9.
8%

1
6
9
人

1
1.
2
%

1
,
1
2
5
人

74
.7
%

6
5
人

4.
3
%

（
参
考
）
全
高
卒
者
1
,0
64
千
人

5
8
0
千
人

5
4.
5%

2
3
9
千
人

2
2.
5%

1
8
9
千
人

1
7.
8%

5
6
千
人

5
.3
%

児
童
養
護
施
設
児
は
家
庭
福
祉
課
調
べ
（
「
社
会
的
養
護
の
現
況
に
関
す
る
調
査
」
）
。
全
中
卒
者
・
全
高
卒
者
は
学
校
基
本
調
査
（
平
成
２
７
年
５
月
１
日
現
在
）
。

※
「
高
校
等
」
は
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
高
等
専
門
学
校

※
「
大
学
等
」
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
高
等
課
程

※
「
専
修
学
校
等
」
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
、
並
び
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
公
共
職
業
訓
練
施
設

②
高
等
学
校
等
卒
業
後
の
進
路
（
平
成
２
６
年
度
末
に
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
た
児
童
の
う
ち
、
平
成
２
７
年
５
月
１
日
現
在
の
進
路
）

①
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
（
平
成
２
６
年
度
末
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
児
童
の
う
ち
、
平
成
２
７
年
５
月
１
日
現
在
の
進
路
）

進
学
、
就
職
の
状
況

進
学

就
職

そ
の
他

高
校
等

専
修
学
校
等

児
童
養
護
施
設
児

2,
46
2人

2
,3
4
3人

9
5.
2
%

45
人

1.
8
%

45
人

1.
8
%

29
人

1.
2
%

（
参
考
）
全
中
卒
者
1
,1
75
千
人

1
,1
57
千
人

9
8.
5%

4千
人

0
.3
%

4千
人

0
.3
%

9千
人

0
.8
%

高
校
進
学
率
は
高
く
な
っ
た
が
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
は
、
一
般
に
比
べ
進
学
率
は
低
く
、
就
職
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

③
措
置
延
長
の
状
況
（
予
定
を
含
む
）

4月
1日
か
ら
6か
月
未
満

2
0歳
に
到
達
す
る
ま
で

そ
の
他

1
27
人

9
5人

7
1人
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進
学
、
就
職
の
状
況
の
推
移
（
児
童
養
護
施
設
・
里
親
）

①
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
（
各
年
度
末
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
児
童
の
う
ち
、
翌
年
度
５
月
１
日
現
在
の
進
路
）

平
成
２
２
年
度

（
Ｈ
２
３
．
５
．
１
）

平
成
２
３
年
度

（
Ｈ
２
４
．
５
．
１
）

平
成
２
４
年
度

（
Ｈ
２
５
．
５
．
１
）

平
成
２
５
年
度

（
Ｈ
２
６
．
５
．
１
）

平
成
２
６
年
度

（
Ｈ
２
７
．
５
．
１
）

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

児
童
養
護
施
設
児
（
単
位
：
人
）

2
,
53
8人

1
0
0.
0%

2
,
53
0人

1
0
0.
0%

2
,
49
6人

1
0
0.
0%

2
,
38
8人

1
0
0.
0%

2
,
46
2人

1
0
0.
0%

進 学

高
校
等

2
,
37
6人

9
3
.6
%

2
,
37
7人

9
4
.0
%

2
,
36
6人

9
4
.8
%

2
,
27
9人

9
5
.4
%
2
,
34
3人

9
5
.2
%

専
修
学
校
等

5
2人

2
.
1%

4
2人

1
.
7%

4
6人

1
.
8%

4
3人

1
.
8%

4
5人

1
.
8%

就
職

4
9人

1
.
9%

6
4人

2
.
5%

5
3人

2
.
1%

3
0人

1
.
3%

4
5人

1
.
8%

そ
の
他

6
1人

2
.
4%

4
7人

1
.
9%

3
1人

1
.
2%

3
6人

1
.
5%

2
9人

1
.
2%

里
親
委
託
児
（
単
位
：
人
）

2
5
0人

1
0
0.
0%

2
7
2人

1
0
0.
0%

2
8
0人

1
0
0.
0%

2
7
8人

1
0
0.
0%

3
1
0人

1
0
0.
0%

進 学

高
校
等

2
4
1人

9
6
.4
%

2
5
3人

9
3
.0
%

2
6
8人

9
5
.7
%

2
6
2人

9
4
.2
%

2
9
7人

9
5
.8
%

専
修
学
校
等

2
人

0
.
8%

8
人

2
.
9%

3
人

1
.
1%

6
人

2
.
2%

4
人

1
.
3%

就
職

4
人

1
.
6%

5
人

1
.
8%

3
人

1
.
1%

6
人

2
.
2%

6
人

1
.
9%

そ
の
他

3
人

1
.
2%

6
人

2
.
2%

6
人

2
.
1%

4
人

1
.
4%

3
人

1
.
0%

（
参
考
）
全
中
卒
者
（
単
位
：
千
人
）
1
,2
2
8
千
人

1
0
0
.0
%
1
,1
7
7
千
人

1
0
0
.0
%
1
,1
8
5
千
人

1
0
0
.0
%
1
,1
9
3
千
人

1
0
0
.0
%

1
,1
7
5
千 人

1
0
0
.0
%

進 学

高
校
等

1
,2
0
3
千
人

9
8
.0
%
1
,1
5
6
千
人

9
8
.2
%
1
,1
6
6
千
人

9
8
.4
%
1
,1
7
3
千
人

9
8
.4
%

1
,1
5
7
千 人

9
8
.5
%

専
修
学
校
等

5
千
人

0
.4
%

4
千
人

0
.4
%

5
千
人

0
.4
%

4
千
人

0
.4
%

4
千
人

0
.3
%

就
職

5
千
人

0
.4
%

4
千
人

0
.4
%

4
千
人

0
.3
%

4
千
人

0
.4
%

4
千
人

0
.3
%

そ
の
他

1
4
千
人

1
.2
%

1
2
千
人

1
.0
%

1
1
千
人

0
.9
%

1
0
千
人

0
.8
%

9
千
人

0
.8
%

家
庭
福
祉
課
調
べ
（
「
社
会
的
養
護
の
現
況
に
関
す
る
調
査
」
）
。
全
中
卒
者
は
学
校
基
本
調
査
。

※
「
高
校
等
」
は
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
高
等
専
門
学
校

※
「
専
修
学
校
等
」
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
、
並
び
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
公
共
職
業
訓
練
施
設
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進
学
、
就
職
の
状
況
の
推
移
（
児
童
養
護
施
設
・
里
親
）

②
高
等
学
校
等
卒
業
後
の
進
路
（
各
年
度
末
に
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
た
児
童
の
う
ち
、
翌
年
度
５
月
１
日
現
在
の
進
路
）

平
成
２
２
年
度

（
Ｈ
２
３
．
５
．
１
）

平
成
２
３
年
度

（
Ｈ
２
４
．
５
．
１
）

平
成
２
４
年
度

（
Ｈ
２
５
．
５
．
１
）

平
成
２
５
年
度

（
Ｈ
２
６
．
５
．
１
）

平
成
２
６
年
度

（
Ｈ
２
７
．
５
．
１
）

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

人
数

割
合

児
童
養
護
施
設
児
（
単
位
：
人
）

1
,6
0
0
人

1
0
0
.0
%

1
,5
4
3
人

1
0
0
.0
%

1
,6
2
6
人

1
0
0
.0
%
1
,
72
1人

1
0
0.
0%

1
,
80
0人

1
0
0.
0%

進 学

大
学
等

1
9
1
人

1
1
.9
%

1
6
9
人

1
1
.0
%

2
0
0
人

1
2
.3
%

1
9
7人

1
1
.4
%

2
0
0人

1
1
.1
%

専
修
学
校
等

1
7
7
人

1
1
.1
%

1
7
0
人

1
1
.0
%

1
6
7
人

1
0
.3
%

1
9
3人

1
1
.2
%

2
1
9人

1
2
.2
%

就
職

1
,1
1
2
人

6
9
.5
%

1
,0
8
7
人

7
0
.4
%

1
,1
3
5
人

6
9
.8
%
1
,
22
1人

7
0
.9
%
1
,
26
7人

7
0
.4
%

そ
の
他

1
2
0
人

7
.5
%

1
1
7
人

7
.6
%

1
2
4
人

7
.6
%

1
1
0人

6
.
4%

1
1
4人

6
.
3%

里
親
委
託
児
（
単
位
：
人
）

1
7
4
人

1
0
0
.0
%

2
0
4
人

1
0
0
.0
%

2
2
8
人

1
0
0
.0
%

2
7
0人

1
0
0.
0%

2
7
0人

1
0
0.
0%

進 学

大
学
等

4
5
人

2
5
.9
%

4
1
人

2
0
.1
%

4
6
人

2
0
.2
%

6
3人

2
3
.3
%

7
4人

2
7
.4
%

専
修
学
校
等

2
5
人

1
4
.4
%

4
0
人

1
9
.6
%

5
6
人

2
4
.6
%

5
4人

2
0
.0
%

5
9人

2
1
.9
%

就
職

8
6
人

4
9
.4
%

9
6
人

4
7
.1
%

1
0
5
人

4
6
.1
%

1
2
9人

4
7
.8
%

1
1
5人

4
2
.6
%

そ
の
他

1
8
人

1
0
.3
%

2
7
人

1
3
.2
%

2
1
人

9
.2
%

2
4人

8
.
9%

2
2人

8
.
1%

（
参
考
）
全
高
卒
者
（
単
位
：
千
人
）

1
,0
6
9
千
人

1
0
0
.0
%
1
,0
6
1
千
人

1
0
0
.0
%
1
,0
8
8
千
人

1
0
0
.0
%
1
,0
4
7
千
人

1
0
0
.0
%
1
,0
6
4
千
人

1
0
0
.0
%

進 学

大
学
等

5
8
1
千
人

5
4
.3
%

5
7
2
千
人

5
3
.9
%

5
7
9
千
人

5
3
.2
%

5
6
3
千
人

5
3
.8
%

5
8
0
千
人

5
4
.5
%

専
修
学
校
等

2
4
6
千
人

2
3
.0
%

2
4
5
千
人

2
3
.1
%

2
5
8
千
人

2
3
.7
%

2
4
2
千
人

2
3
.1
%

2
3
9
千
人

2
2
.5
%

就
職

1
6
7
千
人

1
5
.7
%

1
7
2
千
人

1
6
.2
%

1
8
4
千
人

1
6
.9
%

1
8
3
千
人

1
7
.4
%

1
8
9
千
人

1
7
.8
%

そ
の
他

7
5
千
人

7
.1
%

7
2
千
人

6
.8
%

6
8
千
人

6
.3
%

6
0
千
人

5
.7
%

5
6
千
人

5
.3
%

家
庭
福
祉
課
調
べ
（
「
社
会
的
養
護
の
現
況
に
関
す
る
調
査
」
）
。
全
高
卒
者
は
学
校
基
本
調
査
。

※
「
大
学
等
」
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
高
等
課
程

※
「
専
修
学
校
等
」
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
、
並
び
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く
公
共
職
業
訓
練
施
設
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67 

（９）学習・進学支援、就労支援 

 

≪運営指針の記述≫ 

① 学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支援を行う。 

・ 不適切な学習環境にいた子どもが多いことを踏まえて、その学力に応じて学習の機

会を確保し、よりよき自己実現に向けて学習意欲を十分に引き出す。 

・ 公立・私立、全日制・定時制にかかわらず高校進学を保障する。また、障害を有す

る子どもについては特別支援学校高等部への進学を支援するなど、子どもの学習権

を保障する。 

 

② 「最善の利益」にかなった進路の自己決定ができるよう支援する。 

・ 進路選択に必要な資料を収集し、子どもに判断材料を提供し、十分に話し合う。 

・ 高校卒業後の進学についてもでき得る限り支援する。 

・ 中卒児・高校中退児に対して、就労させながら施設入所を継続することで十分な社

会経験を積めるよう支援する。 

 

③ 職場実習や職場体験等の機会を通して、社会経験の拡大に取り組む。 

・ 事業主等と密接に連携するなど、職場実習の効果を高めるよう支援する。 

・ 子どもの希望に応じてアルバイト等就労体験を積めるよう支援する。 

 

≪運営指針の解説≫  

児童養護施設の子ども達は概して学力が低い状況にあります。本来持っている能力を

発揮できないまま低学力に甘んじている子も少なくありません。ですから、児童養護施

設では子どもの潜在的可能性を引き出していけるように学習環境を整備していくことが

求められます。 

低学力の一因として考えられるのが、自己肯定感の低さです。自己肯定感の低い子ど

もは、自分の将来に希望を持ち目標を立てて努力していくエネルギーが不足しています。

このエネルギーは、子どもの健全な成長を願う家族や職員の存在があって生まれ、落ち

着いた生活環境の中で育まれていきます。 

児童養護施設で学習支援を考えるとき、物理的な学習環境ばかりに注目するのではな

く、過度の期待ではなく、その子がその子らしく力が発揮できる事を願いながらの関わ

りが大切であることを忘れてはなりません。 

子どもにとっての「最善の利益」を考える時、職員は今の施設の置かれている環境か

ら、どのような進路選択ができるか知っておく必要があります。また、子どもの希望に
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68 

耳を傾け、また、子どもの持っている可能性に目を向け、実際の能力を把握したうえで、

どのような支援ができるか考えることが大切です。そのためには多くの情報を集め、子

どもに寄り添いながら進路を決定していくことが求められます。 

職場体験や実習は、子どもが仕事の内容を知る意味でも、また自分の適性を知る意味

でも大切な機会となります。進路選択をする上で子どもは多くの職場を知っているわけ

ではありません。また、その職種は知っていても、その仕事の見える部分しか知らない

ことも多いです。体験や実習は見えないところを知る機会となります。 

アルバイトはお金を稼ぐ大変さを知る機会となります。実習やボランティアと違いそ

こには賃金が発生しますから、自ずと自分の行為（労働）に対する責任が発生します。

自分の姿勢態度が問われます。また、遅刻、早退無断欠勤などをすれば、信頼を失いア

ルバイトの継続ができなくなります。アルバイトはそうした社会の仕組みやルールを実

感する意味でも大切な機会となります。 

 

コラム～高校生のアルバイト 

 高校生にとって携帯電話は必需品となっています。毎月の支払いを自分の責任とする

ために、アルバイトをすることがあります。アルバイトへの取組の中で、面接から採用、

勤務態度、退職の仕方までをしっかりできる子どもは、社会に出てからの仕事の定着、

また、職場の信頼を失うことのないような転職が上手にできるようになりました。 
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＋
＋

・
施
設
長
1
人

・
家
庭
支
援
専
門
相
談
員
1
人

・
個
別
対
応
職
員

1
人

・
小
規
模
施
設
加
算
1
人
（
定
員
4
5
人
以
下
）

・
栄
養
士
1
人
（
定
員
4
1人
以
上
）

・
調
理
員
等
4
人
（
定
員
9
0
人
以
上
3
0
人
ご
と
に
1
人
を
加
算
）

・
事
務
員
1
人

・
管
理
宿
直
専
門
員
（
非
常
勤
、
1
人
）

・
医
師
1
人
（
嘱
託
）

・
里
親
支
援
専
門
相
談
員
加
算
１
人

・
心
理
療
法
担
当
職
員
加
算
1
人

・
看
護
師
加
算
1
人

・
職
業
指
導
員
加
算
１
人

・
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
加
算

グ
ル
ー
プ
数
×
（
常
勤
１
人
＋
宿

直
管
理
等
職
員
(非
常
勤
）
１
人
）

・
児
童
指
導
員
、
保
育
士

・
０
・
１
歳
児

1
.6
:1
（
1
.5
:1
、
1
.4
:1
、
1
.3
:1
）

・
２
歳
児

2
:1

・
年
少
児
（
3
歳
～
）

4
:1
（
3
.5
:1
、
3:
1
）

・
少
年
（
就
学
～
）

5
.5
:1
（
5
:1
、
4.
5
:1
、
4:
1
）

※
（
）
内
は
加
算
に
て
対
応
。

施
設
の
人
員
配
置
の
改
善

○
措
置
費

（
例
）
定
員
4
5
人
（
職
員
配
置
：
５
．
５
：
１
）の

児
童
養
護
施
設
の
場
合

事
業
費

・
一
般
生
活
費
4
9
,4
3
0
円

・
そ
の
他
（
各
種
の
教
育
費
、
支
度

費
、
医
療
費
等
）

予
算
額
１
人
平
均
2
4
,7
00
円

＋
児
童
１
人
月
額

約
２
８
万
円

施
設
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
被
虐
待
児
の
増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
、
加
算
職
員
の
配
置
の
充
実
に
努
め
て
お
り
、

平
成
２
４
年
度
に
は
、
基
本
的
人
員
配
置
の
引
上
げ
等
を
行
い
、
２
７
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
配

置
の
改
善
（
５
．
５
：
１
→
４
：
１
等
）
を
実
施
。

○
児
童
養
護
施
設
の
措
置
費
の
人
員
配
置

※
こ
の
ほ
か
に
、
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
加
算
６
グ
ル
ー
プ
実
施
の
施
設
の
場
合
、

更
に
、
児
童
１
人
月
額
約
８
万
７
千
円
加
算

事
務
費

・
一
般
分
保
護
単
価
1
8
0
,9
3
0
円

・
里
親
支
援
、
心
理
、
基
幹
的
職
員
加
算
を

行
っ
た
場
合

2
1
,6
0
0
円

・
民
間
施
設
給
与
等
改
善
費

8
%
～
2
5
％
加
算
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職
業
指
導
員
の
配
置

１
趣
旨 勤
労
の
基
礎
的
な
能
力
及
び
態
度
を
育
て
、
児
童
が
そ
の
適
性
、
能
力
等
に
応
じ
た
職
業
選
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
相
談
、
助
言
、
情
報
の
提
供
、
実
習
、
講
習
等
の
支
援
に
よ
り
職
業
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
就
労
及
び
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

２
配
置
施
設

職
業
指
導
員
を
配
置
す
る
施
設
は
、
実
習
設
備
を
設
け
て
職
業
指
導
を
行
う
児
童
養
護
施
設
又
は
児
童
自
立
支
援
施
設
と
す
る
。

３
職
業
指
導
員
の
業
務
内
容

（
１
）
児
童
の
職
業
選
択
の
た
め
の
相
談
、
助
言
、
情
報
の
提
供
等

（
２
）
実
習
、
講
習
等
に
よ
る
職
業
指
導

（
３
）
入
所
児
童
の
就
職
の
支
援

（
４
）
退
所
児
童
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
し
て
の
就
労
及
び
自
立
に
関
す
る
相
談
援
助

４
施
設
の
指
定
等

職
業
指
導
員
を
配
置
し
て
職
業
指
導
を
行
お
う
と
す
る
施
設
は
、
都
道
府
県
知
事
等
が
定
め
る
期
間
内
に
都
道
府
県
知
事
等
へ
申

請
を
行
い
、
都
道
府
県
知
事
等
が
年
度
ご
と
に
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

指
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
別
紙
様
式
３
に
よ
り
、
毎
年
度
、
当
局
家
庭
福
祉
課
に
協
議
の
上
で
行
う
こ
と
。
ま
た
、
職

業
指
導
員
の
活
動
状
況
及
び
成
果
に
つ
い
て
は
、
別
紙
様
式
４
に
よ
り
、
翌
年
度
４
月
末
日
ま
で
に
、
当
局
家
庭
福
祉
課
長
ま
で
報
告

す
る
こ
と
。

１
か
所
の
施
設
に
つ
い
て
職
業
指
導
員
の
加
算
は
１
人
分
と
す
る
こ
と
。

な
お
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
１
）
指
導
の
た
め
の
準
備
を
含
め
た
職
業
指
導
に
係
る
総
活
動
時
間
が
常
勤
職
員
と
し
て
相
応
し
く
な
い
場
合
（他
の
職
種
を
兼
務
し

て
い
る
等
）

（
２
）
指
導
が
必
要
と
な
る
対
象
児
童
が
少
な
い
場
合

（
３
）
指
導
内
容
が
学
校
教
育
に
お
け
る
指
導
か
塾
等
に
通
う
こ
と
で
得
る
こ
と
が
一
般
的
な
場
合
（英
会
話
、
パ
ソ
コ
ン
の
資
格
取
得
、

調
理
業
務
な
ど
）

（
４
）
直
接
処
遇
職
員
を
兼
務
し
、
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
る
場
合

（
出
典
）
「
家
庭
支
援
専
門
相
談
員
、
里
親
支
援
専
門
相
談
員
、
心
理
療
法
担
当
職
員
、
個
別
対
応
職
員
、
職
業
指
導
員
及
び
医
療
的
ケ
ア
を
担
当
す
る
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
」

（
平
成
２
４
年
４
月
５
日
雇
児
発
０
４
０
５
第
５
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
長
通
知
）
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＜
配
置
状
況
＞

家
庭
福
祉
課
調
べ
：
平
成
２
７
年
度
家
庭
福
祉
施
策
関
係
事
業
実
施
状
況
（
予
定
）
調
査

職
業
指
導
員
の
配
置
状
況
及
び
職
業
指
導
の
状
況

平
成
24
年
度

平
成
2
5年
度

平
成
26
年
度

児
童
養
護
施
設

１
０
ヶ
所

２
２
ヶ
所

４
１
ヶ
所

児
童
自
立
支
援
施
設

３
ヶ
所

３
ヶ
所

３
ヶ
所

計
１
３
ヶ
所

２
５
ヶ
所

４
４
ヶ
所

＜
職
業
指
導
の
内
容
＞

○
進
路
指
導
・
就
労
指
導

就
労
面
談
・
模
擬
面
接
、
個
別
面
接
・
集
団
面
接
の
実
施

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
講
師
派
遣

○
就
労
訓
練
（
主
に
施
設
内
）

土
木
作
業

農
業
作
業

工
作
実
習

○
職
場
実
習
等

職
場
見
学
、
職
業
体
験
等
の
実
施

・
職
業
訓
練

・
部
品
組
立
等
の
職
場
体
験
実
習

・
保
育
所
、
高
齢
施
設
等
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

・
法
人
が
運
営
す
る
施
設
で
の
実
習
体
験

○
職
員
に
よ
る
職
場
訪
問

（
児
童
の
自
習
状
況
確
認
等
）

○
職
場
開
拓

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

商
工
会
議
所
等
の
経
済
団
体
と
の
協
力

○
退
所
生
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

・
退
所
児
童
の
相
談
援
助

・
退
所
児
童
の
家
庭
、
職
場
訪
問

・
退
所
児
童
就
職
先
へ
の
定
期
的
訪
問
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＜
職
業
指
導
の
具
体
例
＞

○
進
路
・
就
労
指
導

・
仕
事
の
種
類
や
働
く
こ
と
の
意
義
な
ど
の
学
習
。

・
求
職
活
動
に
関
す
る
指
導
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用
方
法
な
ど
。
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
に
よ
る
講
話
を
設
け
る
等
も
含
む
。
）

就
職
試
験
に
お
け
る
面
接
技
法
に
関
す
る
学
習
。
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
。

○
就
労
訓
練
（
主
に
施
設
内
の
場
合
）

・
施
設
内
の
農
場
で
の
作
業
・
環
境
整
備
等
（集
中
し
て
働
く
こ
と
な
ど
、
就
労
態
度
を
学
ぶ
・
働
く
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ
等
）

○
職
場
開
拓

・
実
習
先
の
開
拓
。
地
元
の
商
工
会
や
社
会
資
源
等
を
活
用
し
て
、
職
場
実
習
先
を
開
拓
す
る
。

○
職
場
実
習
等

・
開
拓
し
た
実
習
先
で
の
児
童
の
実
習
。

実
習
先
と
し
て
は
、
製
菓
製
造
・
部
品
工
場
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・コ
ン
ビ
ニ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

○
職
員
に
よ
る
職
場
訪
問

担
当
職
員
が
、
児
童
の
実
習
先
へ
の
訪
問
を
行
う
。

・
児
童
の
実
習
状
況
の
確
認

・
実
習
先
の
方
に
よ
る
講
評
の
聞
き
取
り

・
実
習
先
の
雰
囲
気
や
環
境
の
確
認

・
今
後
の
実
習
先
と
し
て
の
繋
が
り
を
保
つ
た
め
の
対
応
等
の
活
動

○
退
所
生
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

・
退
所
生
へ
の
聞
き
取
り
や
相
談
を
受
け
る
活
動
。
（児
童
に
は
身
近
に
相
談
で
き
る
大
人
等
が
い
な
い
こ
と
が
多
い
）。

・
職
場
訪
問
に
よ
る
、
児
童
の
状
況
確
認
等
。

・
家
庭
訪
問
に
よ
る
、
児
童
の
生
活
態
度
や
給
与
の
管
理
状
況
等
の
聞
き
取
り
。

・
場
合
に
よ
っ
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も
行
う
。
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平
成
２
６
年
３
月
２
８
日

第
１
４
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
第
１
８
回
基
準
検
討
部
会
合
同
会
議

『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
け
る
「
量
的
拡
充
」
と
「
質
の
改
善
」
に
つ
い
て
』
（
抄
）

項
目

内
容

平
成
2
5
年
度
→
2
9
年
度
所
要
額

備
考

社
会
的
養
護
の
充
実

児
童
養
護
施
設
等
の
職
員
配
置
基
準
の
改
善
（
５
．
５
：
１
→
４
：
１
等
）

２
２
２
億
円
程
度

児
童
養
護
施
設
等
に
チ
ー
ム
責
任
者
１
名
を
配
置
(平
成
２
７
年
度
か
ら
５
年
か

け
て
全
施
設
で
実
施
）

１
９
億
円
程
度

児
童
養
護
施
設
及
び
乳
児
院
に
里
親
支
援
担
当
職
員
１
名
を
配
置
(平
成
２
７

年
度
か
ら
５
年
か
け
て
全
施
設
で
実
施
）

※
平
成
２
７
年
度
か
ら
１
５
年
か
け
て
全
施
設
で
実
施
→
平
成
２
７
年
度
か
ら
５
年

か
け
て
全
施
設
で
実
施

２
１
億
円
程
度

（
７
億
円
程
度
）

児
童
養
護
施
設
に
自
立
支
援
担
当
職
員
１
名
を
配
置
(平
成
２
７
年
度
か
ら
５
年

か
け
て
全
施
設
で
実
施
）

２
４
億
円
程
度

児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
に
心
理
療
法
担
当
職
員

１
名
を
配
置
(平
成
２
７
年
度
か
ら
５
年
か
け
て
全
施
設
で
実
施
）

１
１
億
円
程
度

小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
、
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
の
増
加
（
４
１
年
度
ま
で

に
全
施
設
を
小
規
模
化
し
、
本
体
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
里
親
等
を
１
／
３

ず
つ
に
す
る
）

※
増
加
率
を
見
直
し

８
４
億
円
程
度

（
４
３
億
円
程
度
）

・
平
成
2
6
年
度
予
算

（
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
、
地
域
小
規

模
児
童
養
護
施
設
等
の
か
所
数
の
増

３
３
億
円
）

民
間
児
童
養
護
施
設
の
職
員
給
与
等
の
改
善
（
保
育
所
と
同
様
の
＋
５
％
等
）

※
職
員
給
与
の
改
善
ま
ず
は
＋
３
％
→
＋
５
％
等

８
２
億
円
程
度

（
４
３
億
円
程
度
）

施
設
に
入
所
等
し
て
い
る
大
学
進
学
者
等
に
特
別
育
成
費
及
び
自
立
生
活
支

援
支
度
費
を
支
給

０
．
７
億
円
程
度

母
子
生
活
支
援
施
設
に
保
育
設
備
を
設
け
て
い
る
場
合
に
保
育
士
の
人
員
配

置
の
引
上
げ

０
．
３
億
円
程
度

項
目

25
年
度

→
29
年
度
の
量
の
拡
充

（
３
）
社
会
的
養
護
関
係

12
1億
円

４
．
質
の
改
善
（
社
会
的
養
護
関
係
）

１
．
量
的
拡
充

（
別
紙
）
「
量
的
拡
充
」
の
詳
細

：
項
目
の
う
ち
全
額
が
「
0
.7
兆
円
の
範
囲
で
実
施
す
る
事
項
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の

：
項
目
の
一
部
が
「
0
.7
兆
円
の
範
囲
で
実
施
す
る
事
項
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の

内
容
欄
の
「
※
」
は
「
0
.7
兆
円
の
範
囲
で
実
施
す
る
事
項
」
に
お
け
る
内
容
、

所
要
額
欄
の
括
弧
は
「
0
.7
兆
円
の
範
囲
で
実
施
す
る
事
項
」
に
お
け
る
所
要
額
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支
弁
さ
れ
る
額

（
Ｈ
２
８
年
度
予
算
）

幼
稚
園
費

実
費

※
平
成
２
１
年
度
～

入
進
学
支
度
費

小
学
校
１
年
生
：
４
０
，
６
０
０
円
（
年
額
/
１
人
）

中
学
校
１
年
生
：
４
７
，
４
０
０
円
（
年
額
/
１
人
）

教 育 費

学
用
品
費
等

小
学
校
：
２
，
１
７
０
円
（
月
額
/
1
人
）

中
学
校
：
４
，
３
０
０
円
（
月
額
/
1
人
）

教
材
代

実
費

通
学
費

実
費

学
習
塾
費

実
費
（
中
学
生
を
対
象
）

※
平
成
２
１
年
度
～

部
活
動
費

実
費

特
別
育
成
費

公
立
高
校
：
２
２
，
９
１
０
円
（
月
額
/
1
人
）

私
立
高
校
：
３
３
，
９
１
０
円
（
月
額
/
1
人
）

高
等
学
校
第
１
学
年
の
入
学
時
特
別
加
算
：
６
１
，
０
３
０
円
（
年
額
/
１
人
）

資
格
取
得
等
の
た
め
の
特
別
加
算
（
高
校
３
年
生
）
：
５
６
，
５
７
０
円
（
年
額
/
１
人
）
※
平
成
２
４
年
度
～

※
平
成
２
５
年
か
ら
義
務
教
育
終
了
児
童
の
う
ち
高
等
学
校
等
に
在
学
し
て
い
な
い
も
の
も
対
象

補
習
費
（
学
習
塾
費
等
）
：
１
５
，
０
０
０
円
（
月
額
／
1
人
）

補
習
費
特
別
保
護
単
価
（
個
別
学
習
支
援
）
：
２
５
，
０
０
０
円
（
月
額
／
1
人
）

学
校
給
食
費

実
費
（
小
学
生
及
び
中
学
生
を
対
象
）

見
学
旅
行
費

小
学
校
６
年
生
：

２
１
，
１
９
０
円
（
年
額
/
１
人
）

中
学
校
３
年
生
：

５
７
，
２
９
０
円
（
年
額
/
１
人
）

高
等
学
校
３
年
生
：
１
１
１
，
２
９
０
円
（
年
額
/
１
人
）

就
職
、
大
学
進
学
等
支

度
費

就
職
支
度
費
・
大
学
進
学
等
自
立
生
活
支
度
費
：
８
１
，
２
６
０
円
（
１
人
１
回
）

特
別
基
準
（
親
の
経
済
的
援
助
が
見
込
め
な
い
場
合
の
加
算
）
：
１
９
４
，
９
３
０
円

措
置
費
に
お
け
る
教
育
及
び
自
立
支
援
関
係
経
費
の
改
善

0

○
平
成
２
１
年
度
に
幼
稚
園
費
、
学
習
塾
費
、
部
活
動
費
を
新
設
す
る
な
ど
、
教
育
費
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

○
平
成
２
４
年
度
に
資
格
取
得
等
の
た
め
の
高
校
生
の
特
別
育
成
費
の
加
算
（
５
５
，
０
０
０
円
）
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
就
職
・
大
学
進
学
等
支
度
費

の
増
額
（
特
別
基
準
を
含
め
た
場
合
２
１
６
，
５
１
０
円
→
２
６
８
，
５
１
０
円
）
を
行
っ
た
。

○
平
成
２
５
年
度
に
は
、
特
別
育
成
費
の
う
ち
就
職
又
は
進
学
に
役
立
つ
資
格
取
得
又
は
講
習
等
の
受
講
を
す
る
た
め
の
経
費
の
支
弁
に
つ
い
て
義

務
教
育
終
了
児
童
の
う
ち
高
等
学
校
等
に
在
学
し
て
い
な
い
も
の
も
対
象
と
し
た
。

○
平
成
２
７
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
特
別
育
成
費
に
補
習
費
、
補
習
費
特
別
保
護
単
価
を
創
設
。

合
計
２
７
６
，
１
９
０
円
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児
童
養
護
施
設
等
入
所
児
童
へ
の
学
習
支
援
の
充
実
（平
成
２
７
年
度
～
）

子
供
の
貧
困
対
策
の
観
点
か
ら
、
養
育
環
境
等
に
よ
り
、
十
分
な
学
習
機
会
が
確
保
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
児
童
養
護
施
設
等
入
所
児
童
に
対
し
、

標
準
的
な
学
力
を
備
え
さ
せ
、
退
所
後
の
自
立
支
援
の
た
め
学
習
支
援
の
充
実
を
図
る
。

事
業
の
目
的

○
小
学
生
等
（
※
）
に
対
す
る
学
習
支
援

学
業
に
遅
れ
が
あ
る
小
学
生
の
児
童
養
護
施
設
等
入
所
児
童
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
施
設
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
学
習
指
導
を
行
う
。

（
学
習
指
導
費
加
算
の
対
象
に
小
学
生
等
を
追
加
。
１
人
あ
た
り
月
額
＠
８
千
円
）

○
高
校
生
等
（
※
）
に
対
す
る
学
習
支
援

学
業
に
遅
れ
の
あ
る
高
校
生
の
児
童
養
護
施
設
等
入
所
児
童
が
学
習
塾
等
を
利
用
し
た
場
合
に
か
か
る
月
謝
等
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

（
特
別
育
成
費
の
項
目
と
し
て
「
補
習
費
」
を
追
加
。
１
人
あ
た
り
月
額
＠
１
５
千
円
）

○
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
養
護
施
設
等
入
所
児
（
中
学
生
及
び
高
校
生
）
に
対
す
る
学
習
支
援

対
人
関
係
が
難
し
い
発
達
障
害
が
あ
る
な
ど
、
個
別
（
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
）
の
学
習
支
援
が
必
要
な
児
童
に
対
し
て
学
習
支
援
を
行
う
。

（
特
別
育
成
費
の
項
目
と
し
て
新
た
に
設
け
る
「
補
習
費
」
に
加
算
分
を
追
加
。
１
人
あ
た
り
月
額
＠
２
５
千
円
）

※
母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
中
学
生
も
含
む

事
業
内
容

児
童
養
護
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
里
親
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
母
子
生
活
支
援
施
設

対
象
施
設
等

1
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児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
）
の
概
要

１
．
事
業
内
容

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
は
、
義
務
教
育
終
了
後
、
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
、
就
職
す
る
児
童
等
（
２
０
歳
未
満
）
か

ら
の
申
込
み
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
共
同
生
活
を
営
む
住
居
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
）
に
お
い
て
、
相
談
そ
の
他
の
日
常
生
活

上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に
就
業
の
支
援
等
を
行
う
。

２
．
法
律
上
の
根
拠

児
童
福
祉
法
第
６
条
の
３
第
１
項

３
．
実
施
主
体

都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
児
童
相
談
所
設
置
市

４
．
運
営
主
体
（
事
業
者
）
地
方
公
共
団
体
及
び
社
会
福
祉
法
人
等
で
あ
っ
て
、

都
道
府
県
知
事
等
が
適
当
と
認
め
た
者

５
．
補
助
根
拠

児
童
福
祉
法
第
５
３
条

※
平
成
２
１
年
度
か
ら
「
児
童
入
所
施
設
措
置
費
」
に
組
み
入
れ

６
．
補
助
率

１
／
２

（
国
１
／
２
、
都
道
府
県
･指
定
都
市
・児
童
相
談
所
設
置
市
１
／
２
）

７
．
そ
の
他

１
か
所
当
た
り
単
価
：
１
４
，
４
０
０
千
円
（
平
成
２
８
年
度
予
算
）

単
価
の
内
訳
（
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
額
）

定
員
６
人
の
ホ
ー
ム
の
モ
デ
ル

事
務
費
月
額
保
護
単
価
約
１
９
万
円

＋
一
般
生
活
保
護
単
価
月
額
約
１
万
円

２
０
万
円
×
６
人
×
１
２
月
＝
１
４
，
４
０
０
千
円

※
平
成
２
３
年
７
月
の
実
施
要
綱
改
正
に
よ
り
、
子
ど
も
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
制
度
を
適
用
。

・
実
績
か
所
数

の
推
移

相
談

義
各

代
理

自
申
込
申
請

務
都

立

教
相
談

道
援

申
込
申
請

育
府

入
居
依
頼

助

終
県

ホ

了
入
居
承
認

｜
政

児
ム

令
童

決
定

市
等

退
去
報
告

（
徴
収
金
の
発
生
）

援
助
の
実
施

援
助
の
実
施

援
助
の
実
施
　
解
除

援
助
の
実
施
　
解
除

Ｈ
２
３

Ｈ
２
４

Ｈ
２
５

Ｈ
２
６

Ｈ
２
７

※
家
庭
福
祉
課
調
べ

（
各
年
度
１
０
月
１
日

現
在
）

か
所
数

８
２

９
９

１
１
３

１
１
８

１
２
３

自
立
援
助
ホ
ー
ム
利
用
の
流
れ

（
イ
メ
ー
ジ
）

※
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
（
平
成
２
７
年

３
月
閣
議
決
定
）
で
は
、
平
成
３
１
年
度
ま

で
に
１
９
０
か
所
を
目
標
と
し
て
い
る
。
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自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
実
施
状
況

１
．
ホ
ー
ム
数
の
推
移 Ｈ
２
３
Ｈ
２
４

Ｈ
２
５

Ｈ
２
６

Ｈ
２
７

※
家
庭
福
祉
課
調
べ

（
各
年
度
１
０
月
１

日
現
在
）

か
所
数

８
２

９
９

１
１
３

１
１
８

１
２
３

※
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
（
平
成
２
７
年

３
月
閣
議
決
定
）
で
は
、
平
成
３
１
年
度
末

ま
で
に
１
９
０
か
所
を
目
標
と
し
て
い
る
。

２
．
定
員
及
び
在
籍
者
数
（
入
所
率
）

定
員

在
籍
者
数

入
所
率

８
２
６
人

４
８
６
人

58
.8

%

３
．
在
籍
者
の
年
齢
別
数

１
５
歳

１
６
歳

１
７
歳

１
８
歳
以
上

計

※
平
均
年
齢

１
７
．
０
歳

１
１
人

７
４
人

１
０
３
人

１
８
８
人

３
７
６
人

（
２
．
９
％
）
（
１
９
．
７
％
）
（
２
７
．
４
％
）
（
５
０
．
０
％
）
（
１
０
０
．
０
％
）

４
．
就
学
状
況
別
児
童
数

※
家
庭
福
祉
課
調
べ
（
平
成
27
年
1
0月
1日
現
在
）

※
児
童
養
護
施
設
入
所
児
童
等
調
査
（
平
成
2
5年
2月
1日
現
在
）

中
学
校

６
人

（
１
．
６
％
）

中 学 卒

公
立
高
校

６
２
人

（
１
６
．
５
％
）

私
立
高
校

２
６
人

（
６
．
９
％
）

そ
の
他

２
２
０
人

（
５
８
．
５
％
）

高 校 卒

大
学
・
短
大

２
人

（
０
．
５
％
）

就
職

３
７
人

（
９
．
８
％
）

そ
の
他

１
８
人

（
４
．
８
％
）

不
詳

５
人

（
１
．
３
％
）

計
３
７
６
人

（
１
０
０
．
０
％
）

※
児
童
養
護
施
設
入
所
児
童
等
調
査

（
平
成
25
年
2月
1日
現
在
）
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【
目
的
】

児
童
養
護
施
設
や

自
立
援
助
ホ
ー
ム
等
を
退
所

し
た
者
で
あ
っ
て
就
職
し
た
者
又
は
大
学
等
へ
進
学
し

た
者
の
う
ち
、
保
護
者
が
い
な
い
又
は
保
護
者
か
ら
の

養
育

拒
否
等
に
よ
り
、

住
居
や
生
活
費
な
ど
安
定
し
た
生
活
基
盤
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
者
又
は
そ
れ
が
見
込
ま
れ
る
者
に
対
し
て
、
家
賃
相
当
額
の
貸

付
や
生

活
費
の
貸
付
を

行
う
こ
と
で
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
築
き
、
こ
れ
ら
の
者
の
円
滑
な
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
児
童
養
護

施
設
や
自
立
援
助
ホ
ー
ム
等
に
入

所
中
の
者
等
に
対
し
て
、
就
職
に
必
要
な
各
種
資

格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
費
用
の
貸
付
を
行

う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

者
の
円
滑
な
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
貸
付
対
象
者
及
び
貸
付
額
等
】

➀
就
職
者
：
就
職
に
よ
り
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
者
等
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が
い
な
い
又
は
保
護
者
か
ら
の
養
育
拒
否
等
に
よ
り
、
住
居
や
生
活
費
な
ど

安
定
し
た
生
活
基
盤
の
確
保
が
困
難
又
は
そ
れ
が
見
込
ま
れ
る
者
。

【
貸
付
額
：
家
賃
貸
付
と
し
て
家
賃
相
当
額
（
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
当
該
地
域
の
住
宅
扶
助
額
を
上
限
）
】

【
貸
付
期
間
：
2年

】

➁
進
学
者
：
大
学
等
へ
の
進
学
に
よ
り
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
た
者
等
で
あ
っ
て
保
護
者
が
い
な
い
又
は
保
護
者
か
ら
の
養
育
拒
否
等
に
よ
り
、
住
居
や
生

活
費
な
ど
安
定
し
た
生
活
基
盤
の
確
保
が
困
難
又
は
そ
れ
が
見
込
ま
れ
る
者
。

【
貸
付
額
：
家
賃
貸
付
と
し
て
家
賃
相
当
額
（
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
当
該
地
域
の
住
宅
扶
助
額
を
上
限
）
、
生
活
費
貸
付
と
し
て
月
額
5万

円
】

【
貸
付
期
間
：
正
規
修
学
年
数
】

③
資
格
取
得
希
望
者
：
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
中
の
者
等
で
あ
っ
て
、
就
職
に
必
要
な
各
種
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
。

【
貸
付
額
：
資
格
取
得
貸
付
と
し
て
実
費
（
上
限
25
万
円
）
】

【
貸
付
事
業
の
実
施
主
体
】

➀
都
道

府
県
（
都
道
府

県
が
適
当
と
認
め
た
者
へ
の
委
託
も
可
能
）

➁
都
道

府
県
が
適
当
と

認
め
る
社
会
福
祉
法
人
、
公
益
社
団
法
人
、
公
益
財
団
法
人
な
ど
の
民
間
法
人
（
都
道
府
県
が
貸
付
に
当
た
っ
て
必
要
な
指
導
・
助
言

を
行

う
場
合
に
限
る

。
）

【
貸
付
金
の
返
還
免
除
】

一
定

の
条
件
（
家
賃
貸

付
及
び
生
活
費
貸
付
は
５
年
間
の
就
業
継
続
、
資
格
取
得
貸
付
は
２
年
間
の
就
業
継
続
）
を
満
た
し
た
場
合
に
は
返
還
免
除

【
補
助
率
】

➀
の
場
合

９
／
１
０
（
国
９
／
１
０
、
都
道
府
県
１
／
１
０
）

②
の
場
合

定
額
（
９
／
１
０
相
当
）

※
都

道
府

県
は

、
貸

付
実

績
に

応
じ

て
１

／
１

０
相

当
を

負
担

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
貸
付
事
業

平
成
2
7
年
度
補
正
予
算
：
６
７
．
４
億
円
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児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
の
貸
付

○
児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
し
、
就
職
や
進
学
す
る
者
等
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
築
き
、
円
滑
な
自
立
を
実
現
す
る
た
め
、
家
賃
相
当
額
の

貸
付
及
び
生
活
費
の
貸
付
を
行
う
。

○
ま
た
、
児
童
養
護
施
設
等
の
入
所
中
の
子
ど
も
等
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要
な
各
種
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
貸
付
を
行
う
。

○
児
童
養
護
施
設

○
児
童
自
立
支
援
施
設

○
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

○
自
立
援
助
ホ
ー
ム

○
里
親

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

就
職

５
年
間
の

就
業
継
続
で

返
還
免
除

家
賃
貸
付
（
家
賃
相
当
額
※
）

※
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
当
該
地
域
の
住
宅
扶
助
額
を
上
限

例
）
東
京
都
特
別
区
で
単
身
世
帯
の
場
合

5
3
,7
0
0
円

家
賃
貸
付
（
家
賃
相
当
額
※
）

※
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
当
該
地
域
の
住
宅
扶
助
額
を
上
限

例
）
東
京
都
特
別
区
で
単
身
世
帯
の
場
合

5
3
,7
0
0
円

生
活
費
貸
付
（
月
額
５
万
円
）

各
種
奨
学
金
（
日
本
学
生
支
援
機
構
等
）

進
学

就
職

正
規
の
修
学
年
数

（
大
学
で
あ
れ
ば
４
年
間
）

２
年
間

新 新 新

５
年
間
の
就
業
継
続
で

返
還
免
除

施
設
入
所
等

資
格
取
得
貸
付
（
上
限
２
５
万
円
）

※
自
動
車
運
転
免
許
等
を
想
定

新

２
年
間
の
就
業
継
続
で

返
還
免
除

概
要
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児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
に
対
す
る
自
立
支
援
資
金
貸
付
事
業
に
お
け
る
返
還
免
除
に
つ
い
て

事
項

内
容

返
還
債
務
の
当
然

免
除
要
件

（
要
件
を
満
た
す

と
返
還
が
当
然
に

全
額
免
除
さ
れ

る
）

進
学
者

①
大
学
等
を
卒
業
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
就
職
し
、
か
つ
、
５
年
間
引
き
続
き
就
業
を
継
続
し
た
と
き

②
①
に
定
め
る
就
業
期
間
中
に
、
業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
業
務
に
起
因
す
る
心
身
の
故
障
の
た
め
に
就
業
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

就
職
者

①
就
職
し
た
日
か
ら
５
年
間
引
き
続
き
就
業
を
継
続
し
た
と
き

②
①
に
定
め
る
就
業
期
間
中
に
、
業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し
、
又
は
業
務
に
起
因
す
る
心
身
の
故
障
の
た
め
に
就
業
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

返
還
債
務
の
裁
量
免
除
要
件

（
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に

自
治
体
の
裁
量
に
よ
っ
て
返

還
の
債
務
の
額
の
全
部
又
は

一
部
が
免
除
さ
れ
る
）

①
死
亡
、
又
は
障
害
に
よ
り
貸
付
け
を
受
け
た
自
立
支
援
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

→
返
還
の
債
務
の
額
（
既
に
返
還
を
受
け
た
金
額
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部

②
長
期
間
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
場
合
等
自
立
支
援
資
金
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

履
行
期
限
到
来
後
に
返
還
を
請
求
し
た
最
初
の
日
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た
と
き

→
返
還
の
債
務
の
額
の
全
部
又
は
一
部

③
貸
付
け
を
受
け
た
進
学
者
又
は
就
職
者
が
、
自
立
支
援
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
期
間
以
上
就
業
を
継
続
し
た
と
き

→
返
還
の
債
務
の
額
の
一
部

※
一
部
免
除
の
額
は
、
就
業
継
続
し
た
期
間
を
、
貸
付
け
を
受
け
た
期
間

（
こ
の
期
間
が
４
年
に
満
た
な
い
と
き
は
４
年
と
す
る
。
）
の
４
分
の
５
に

相
当
す
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
値
（
こ
の
数
値
が
１
を
超
え
る
と
き
は
、

１
と
す
る
。
）
を
返
還
の
債
務
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

「
就
業
」
の
考
え
方

①
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
２
０
時
間
に
満
た
な
い
場
合
は
除
く
。

②
１
日
当
た
り
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
特
段
の
定
め
は
設
け
な
い
。

※
産
前
・
産
後
休
暇
や
育
児
休
業
に
よ
る
休
職
期
間
も
、
雇
用
契
約
は
継
続
し
て
い
る
た
め
、
就
業
継
続
期
間
に
含
め
る
。

「
就
業
継
続
」
の
考
え
方

①
一
旦
離
職
し
た
が
、
再
就
職
の
た
め
に
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
求
職
期
間
中
も
、
継
続
し
て
就
業
し
て
い
る
も
の

と
み
な
し
て
、
就
業
継
続
期
間
に
算
入
す
る
。
た
だ
し
、
算
入
で
き
る
期
間
は
最
長
１
年
間
と
し
、
ま
た
、
自
立
を
支
援
す
る
と
い

う
本
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
必
ず
実
際
に
就
業
し
た
状
態
で
５
年
間
の
期
間
満
了
を
迎
え
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
求
職
期
間
中
に
５
年
経
過
し
た
日
を
迎
え
る
場
合
に
は
、
再
就
職
し
た
日
を
以
て
５
年
間
引
き
続
き
就
業
を
継
続
し

た
も
の
と
み
な
す
。

な
お
、
１
年
間
を
超
え
る
求
職
期
間
に
つ
い
て
は
、
就
業
継
続
期
間
に
算
入
は
し
な
い
が
、
就
業
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、

裁
量
猶
予
の
対
象
と
す
る
。

②
災
害
、
疾
病
、
負
傷
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
離
職
し
た
が
、
そ
の
理
由
が
止
ん
だ
後
に
再
就
職
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
引
き
続
き
就
業
を
継
続
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
離
職
期
間
は
就
業
継
続
期
間
に
算
入
し
な
い
。
（
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
事
由
は
、
就
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
客
観
的
に
判
断
で
き
る
場
合
と
す
る
。
）

就
業
２
年
就
業
３
年
就
業
４
年
就
業
５
年

貸
付
２
年

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

貸
付
３
年

－
6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

貸
付
４
年

－
－

8
0
%

1
0
0
%

【
参
考
：
一
部
免
除
の
場
合
の
免
除
率
】
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＜
就
業
継
続
期
間
の
取
扱
い
＞

就
業
（
５
年
）

就
業
（
３
年
６
月
）

求
職
活
動

（
６
月
）

①

就
業
（
１
年
）

② ③

５
年
間
就
業
継
続
達
成

離
職

再
就
職

就
業
（
３
年
６
月
）

離
職

求
職
活
動
（
１
年
６
月
）

再
就
職

５
年
間
就
業
継
続
達
成

５
年
間
就
業
継
続
達
成

就
業
継
続
（
４
年
９
月
）

求
職
活
動

（
６
月
）

就
業

求
職
期
間
１
年
経
過

離
職

通
算
５
年
経
過

再
就
職
⇒

期
間
に
算
入

期
間
に
算
入

非
算
入
・
返
還
猶
予

就
業
継
続
（
２
年
）

就
業
（
６
月
）

期
間
に
算
入

求
職
活
動

（
６
月
）

求
職
活
動

（
６
月
）

就
業
継
続
（
１
年
）

期
間
に
算
入

期
間
に
算
入

就
業
継
続
（
１
年
）

５
年
間
就
業
継
続
達
成

離
職

④

再
就
職

離
職

再
就
職

就
業
継
続
（
２
年
）

求
職
活
動

（
６
月
）

求
職
活
動
（
１
年
）

就
業
継
続
（
１
年
）

期
間
に
算
入

期
間
に
算
入

就
業
継
続
（
１
年
）

５
年
間
就
業
継
続
達
成

離
職

再
就
職

離
職

再
就
職

非
算
入
・
返
還
猶
予

求
職
期
間
６
月

（
通
算
１
年
経
過
）

⑤ ⑥

５
年
間
就
業
継
続
達
成
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身
元
保
証
人
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て

１
．
事
業
内
容

児
童
養
護
施
設
等
を
退
所
す
る
子
ど
も
や
女
性
が
就
職
し
た
り
、
ア
パ
ー
ト
等
を
賃
借
す
る
際
に
、
施
設
長
等
が
身
元
保

証
人
と
な
る
場
合
の
損
害
保
険
契
約
を
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
契
約
者
と
し
て
締
結
す
る
。
そ
の
保
険
料
に
対
し
て
補
助

を
行
う
。

○
対
象
施
設
等
…
児
童
養
護
施
設
、
児
童
自
立
支
援
施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
里
親
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、

児
童
相
談
所
一
時
保
護
所
（
一
時
保
護
委
託
含
む
）
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
婦
人

保
護
施
設
、
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
（
一
時
保
護
委
託
含
む
）

○
対

象
者
…
上
記
施
設
等
を
退
所
（
措
置
解
除
）
す
る
子
ど
も
や
女
性
で
、
就
職
や
ア
パ
ー
ト
等
を
賃
借
す
る
際
に
、

身
元
保
証
人
を
確
保
で
き
な
い
者

○
対
象
と
な
る
…
①
施
設
長
（
②
～
⑤
を
除
く
）
、
②
里
親
：
児
童
相
談
所
長
、
③
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
：
養
育
者
又
は

保
証
人

児
童
相
談
所
長
、
④
自
立
援
助
ホ
ー
ム
：
設
置
（
経
営
）
主
体
の
代
表
者
又
は
児
童
相
談
所
長
、
⑤
一
時

保
護
所
（
児
童
・
婦
人
）
…
そ
れ
ぞ
れ
の
所
長

２
．
補
助
単
価
（
28
年
度
）

年
間
保
険
料

就
職
［
10
,
56
0円
／
1人
］
、
ア
パ
ー
ト
等
賃
借
［
19
,1
5
2円
／
1人
］

○
保
証
範
囲
…
①
就
職
：
被
保
証
人
が
雇
用
主
の
た
め
に
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
又
は
自
己
の
職
務
上
の
地
位
を

利
用
し
て
雇
用
主
ま
た
は
そ
の
他
の
者
に
損
害
を
与
え
た
結
果
、
身
元
保
証
人
が
被
っ
た
損
害
に
対
す
る

保
証

②
ア
パ
ー
ト
等
賃
借
：
被
保
証
人
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
き
、
貸
主
に
対
し
て
負
担
す

る
債
務
の
う
ち
、
家
賃
・
原
状
回
復
費
用
等
が
履
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
連
帯
保
証
人
が
被
っ
た
損
害

に
対
す
る
保
証

○
保
証
限
度
額
…
①
就
職
：
20
0万
円
、
②
ア
パ
ー
ト
等
賃
借
：
1
20
万
円

３
．
実
施
主
体
・

実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村

運
営
主
体

運
営
主
体
：
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

４
．
補
助
根
拠

予
算
補
助

※
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業

５
．
補
助
率

国
１
／
２
（
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
・
児
童
相
談
所
設
置
市
１
／
２
）

※
母
子
生
活
支
援
施
設
に
つ
い
て
、
一
般
市
及
び
福
祉
事
務
所
設
置
町
村
が
措
置
し
た
場
合
は
、

国
１
／
２
、
都
道
府
県
１
／
４
、
一
般
市
及
び
福
祉
事
務
所
設
置
町
村
１
／
４

（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）
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主
な
事
業
内
容

○
退
所
前
の
児
童
に
対
す
る
支
援

・
社
会
常
識
や
生
活
技
能
等
修
得
す
る
た
め
の
支
援

・
進
路
等
に
関
す
る
問
題
の
相
談
支
援

・
児
童
同
士
の
交
流
等
を
図
る
活
動

○
退
所
後
の
支
援

・
住
居
、
家
庭
等
生
活
上
の
問
題
の
相
談
支
援

・
就
労
と
生
活
の
両
立
に
関
す
る
問
題
等
の
相
談
支
援

・
児
童
が
気
軽
に
集
ま
る
場
の
提
供
、
自
助
グ
ル
ー
プ

活
動
の
育
成
支
援

退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業

○
退
所
(前
)児
童
面
か
ら
は
、

生
活
面
、
就
労
面
の
そ
れ
ぞ

れ
あ
っ
た
相
談
窓
口
が
一
本

化
さ
れ
る
。
（
退
所
(前
)児

童
の
相
談
時
の
負
担
軽
減
）

○
事
業
者
面
か
ら
は
、
退
所

(
前
)児
童
の
個
人
情
報
が
生

活
面
・
就
労
面
か
ら
一
括
で

把
握
で
き
る
た
め
、
両
面
か

ら
当
該
退
所
(前
)児
童
が
抱

え
る
課
題
に
対
す
る
支
援
が

可
能
と
な
る
。

期
待
さ
れ
る

主
な
効
果

主
な
事
業
内
容

・
適
切
な
職
場
環
境
の
確
保

・
雇
用
先
と
な
る
職
場
の
開
拓

・
就
職
面
接
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
事
業
主
か
ら
の
相
談
対
応
を
含
む
就
職
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

※
児
童
の
保
護
者
も
事
業
の
対
象

※
従
来
の
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業

と
別
の
事
業
者
で
実
施
す
る
こ
と
も
可
能

と
す
る

児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
等
の
就
業
支
援
事
業

退
所
（
前
）
児
童
に
対
す
る
生
活
支
援
・
就
業
支
援
、
両
面
か
ら
の
自
立
支
援
を
一
体
的
に
実
施

退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

１
．
事
業
内
容

児
童
福
祉
や
就
業
支
援
に
精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
相
談
支
援
、
生
活

支
援
、
就
業
支
援
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
生
活
及
び
自
立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
退
所
し
た
者
同
士
が
集
ま
り
、
意

見
交
換
や
情
報
交
換
・
情
報
発
信
等
を
行
え
る
よ
う
な
場
を
提
供
す
る
。

２
．
補
助
単
価
（
28
年
度
（
１
か
所
当
た
り
）
）

①
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業

7,
7
13
千
円

②
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
等
の
就
業
支
援
事
業

5,
7
29
千
円

３
．
実
施
主
体

都
道
府
県
、
指
定
都
市
、
児
童
相
談
所
設
置
市

※
社
会
福
祉
法
人
等
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
可

４
．
補
助
根
拠

予
算
補
助

※
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業

５
．
補
助
率

国
１
／
２
（
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
・
児
童
相
談
所
設
置
市
１
／
２
）

→
平
成
２
６
年
度
予
算
よ
り
一
体
的
実
施
。
平
成
２
５
年
度
以
前
は
そ
れ
ぞ
れ
別
事
業
と
し
て
実
施
。

※
「
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
」
と
「
児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
等
の
就
業
支
援
事
業
」
の
一
体
的
実
施
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退
所

児
童

等
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
事

業
実

施
状

況
（
平

成
２

７
年

１
０

月
１

日
現

在
）

2
5
自

治
体

自
治

体
名

事
業

所
名

3
１

か
所

運
営

事
業

者

個
人

名
又

は
団

体
名

事
業

者
分

類

1
栃

木
県

と
ち

ぎ
ユ

ー
ス

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

協
同

組
合

と
ち

ぎ
ユ

ー
ス

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

協
同

組
合

そ
の

他
の

法
人

生
活

支
援

及
び

就
業

支
援

2
埼

玉
県

児
童

養
護

施
設

退
所

児
童

未
来

へ
の

ス
タ

ー
ト

応
援

事
業

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

N
P

O
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

児
童

養
護

施
設

退
所

児
童

希
望

の
家

事
業

公
益

社
団

法
人

埼
玉

県
社

会
福

祉
士

会
そ

の
他

の
法

人
生

活
支

援

3
東

京
都

日
向

ぼ
っ

こ
社

会
的

養
護

の
当

事
者

参
加

推
進

団
体

日
向

ぼ
っ

こ
N

P
O

生
活

支
援

ゆ
ず

り
は

子
供

の
家

社
会

福
祉

法
人

生
活

支
援

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ブ

リ
ッ

ジ
フ

ォ
ー

ス
マ

イ
ル

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ブ

リ
ッ

ジ
フ

ォ
ー

ス
マ

イ
ル

Ｎ
Ｐ

Ｏ
就

業
支

援

4
神

奈
川

県
あ

す
な

ろ
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
白

十
字

会
林

間
学

校
社

会
福

祉
法

人
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

5
石

川
県

石
川

県
石

川
県

都
道

府
県

・
市

区
町

村
生

活
支

援

6
岐

阜
県

Ｌ
ａ
ｌａ

の
部

屋
岐

阜
羽

島
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
協

会
社

会
福

祉
法

人
生

活
支

援

7
静

岡
県

株
式

会
社

メ
デ

ィ
ア

ベ
ー

ス
株

式
会

社
メ

デ
ィ

ア
ベ

ー
ス

そ
の

他
の

法
人

生
活

支
援

及
び

就
業

支
援

社
会

福
祉

法
人

デ
ン

マ
ー

ク
牧

場
福

祉
会

社
会

福
祉

法
人

デ
ン

マ
ー

ク
牧

場
福

祉
会

社
会

福
祉

法
人

生
活

支
援

及
び

就
業

支
援

8
滋

賀
県

び
っ

つ
・
ゆ

に
っ

と
特

定
非

営
利

活
動

法
人

び
わ

こ
青

少
年

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
会

N
P

O
生

活
支

援

9
大

阪
府

大
阪

児
童

福
祉

事
業

協
会

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

部
大

阪
児

童
福

祉
事

業
協

会
社

会
福

祉
法

人
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

1
0

兵
庫

県
兵

庫
県

兵
庫

県
都

道
府

県
・
市

区
町

村
生

活
支

援

1
1

奈
良

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

お
か

え
り

特
定

非
営

利
活

動
法

人
お

か
え

り
Ｎ

Ｐ
Ｏ

生
活

支
援

1
2

和
歌

山
県

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ト

レ
ス

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ト

レ
ス

Ｎ
Ｐ

Ｏ
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

1
3

鳥
取

県
退

所
児

童
等

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

ひ
だ

ま
り

一
般

社
団

法
人

ひ
だ

ま
り

そ
の

他
の

法
人

生
活

支
援

及
び

就
業

支
援

1
4

広
島

県
児

童
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
事

業
所

・
カ

モ
ミ

ー
ル

※
平

成
２

８
年

２
月

事
業

開
始

予
定

特
定

非
営

利
法

人
ど

り
ぃ

む
ス

イ
ッ

チ
Ｎ

Ｐ
Ｏ

生
活

支
援
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退
所

児
童

等
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
事

業
実

施
状

況
（
平

成
２

７
年

１
０

月
１

日
現

在
）

2
5
自

治
体

自
治

体
名

事
業

所
名

3
1
か

所
運

営
事

業
者

個
人

名
又

は
団

体
名

事
業

者
分

類

1
5

徳
島

県
ほ

な
な

・
ほ

ー
む

一
般

社
団

法
人

徳
島

県
社

会
福

祉
士

会
そ

の
他

の
法

人
生

活
支

援

1
6

高
知

県

お
ひ

さ
ま

社
会

福
祉

法
人

み
そ

の
児

童
福

祉
会

社
会

福
祉

法
人

生
活

支
援

あ
お

ば
社

会
福

祉
法

人
栄

光
会

社
会

福
祉

法
人

生
活

支
援

1
7

福
岡

県
特

定
非

営
利

法
人

そ
だ

ち
の

樹
※

平
成

２
７

年
１

１
月

事
業

開
始

予
定

特
定

非
営

利
法

人
そ

だ
ち

の
樹

Ｎ
Ｐ

Ｏ
生

活
支

援

1
8

大
分

県
児

童
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
お

お
い

た
社

会
福

祉
法

人
清

浄
園

社
会

福
祉

法
人

生
活

支
援

1
9

札
幌

市
ヒ

ュ
ー

マ
ン

リ
ソ

シ
ア

株
式

会
社

ヒ
ュ

ー
マ

ン
リ

ソ
シ

ア
株

式
会

社
そ

の
他

の
法

人
就

業
支

援

2
0

横
浜

市
よ

こ
は

ま
P

o
rt

 F
o
r

ブ
リ

ッ
ジ

フ
ォ

ー
ス

マ
イ

ル
Ｎ

Ｐ
Ｏ

生
活

支
援

及
び

就
業

支
援

2
1

浜
松

市
し

い
の

木
※

平
成

２
８

年
度

２
月

事
業

開
始

予
定

社
会

福
祉

法
人

葵
会

社
会

福
祉

法
人

生
活

支
援

2
2

大
阪

市

大
阪

児
童

福
祉

事
業

協
会

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

部
大

阪
児

童
福

祉
事

業
協

会
社

会
福

祉
法

人
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

サ
ロ

ン
・
ド

・
ソ

ワ
レ

大
阪

市
児

童
福

祉
施

設
連

盟
そ

の
他

生
活

支
援

2
3

堺
市

大
阪

児
童

福
祉

事
業

協
会

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

部
大

阪
児

童
福

祉
事

業
協

会
社

会
福

祉
法

人
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

2
4

広
島

市
児

童
ア

フ
タ

ー
ケ

ア
ひ

か
り

社
会

福
祉

法
人

広
島

修
道

院
社

会
福

祉
法

人
生

活
支

援
及

び
就

業
支

援

2
5

金
沢

市
金

沢
市

金
沢

市
都

道
府

県
・
市

区
町

村
生

活
支

援
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○
退

所
児

童
等

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

事
業

の
実

施
状

況

事
業
内
容
＜
例
＞

①
生
活
支
援

・
相
談
室
の
設
置
、
電
話
相
談

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
必
要
な
知
識
や
法
律
、
社
会
常
識
を
学
ぶ
機
会
の
提
供
）

・
情
報
誌
の
発
行

・
不
動
産
会
社
へ
の
同
行
支
援
、
保
証
人
に
つ
い
て
の
相
談
、
入
退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応

・
緊
急
時
に
お
け
る
宿
泊
場
所
の
提
供

②
就
業
支
援

・
資
格
取
得
の
サ
ポ
ー
ト

・
職
業
訓
練
校
等
の
利
用
サ
ポ
ー
ト
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

・
職
場
体
験
の
場
を
提
供

③
相
互
交
流
の
場
の
提
供

・
当
事
者
自
助
グ
ル
ー
プ
活
動
（
サ
ロ
ン
）
の
運
営

・
当
事
者
の
交
流
会
の
開
催

・
社
会
的
養
護
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に
関
す
る
勉
強
会

④
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
保

※
い
く
つ
か
の
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋

平
成
２
６
年
度
相
談
対
応
件
数

２
３
，
６
３
４
件

（※
１

８
事

業
所

の
デ

ー
タ

）
平

均
１

，
３

１
３

件
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１
８
歳
以
降
の
措
置
延
長
制
度
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
第
３
１
条
（
保
護
期
間
の
延
長
等
）

２
都
道
府
県
は
、
第
２
７
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
里
親
に
委
託
さ
れ
、
又
は
児
童
養
護

施
設
、
…
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
若
し
く
は
児
童
自
立
支
援
施
設
に
入
所
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
満
２
０
歳
に
達
す
る
ま
で
、
…
、
引
き
続

き
同
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
継
続
し
、
又
は
そ
の
者
を
こ
れ
ら
の
児
童
福
祉
施
設
に
在
所
さ
せ
る
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
相
談
所
運
営
指
針
（平
成
２
．
３
．
５
児
発
１
３
３
）

（
５
）
在
所
期
間
の
延
長

ア
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
た
子
ど
も
が
、
１
８
歳
に
達
し
て
も
施
設
に
入
所
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
２
０
歳
に
達
す
る
ま
で

（
略
）
更
に
施
設
入
所
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
子
ど
も
の
自
立
を
図
る
た
め
に
継
続
的
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
積
極
的
に
在
所
期
間
の
延
長
を
行
う
。

イ
在
所
期
間
の
延
長
は
、
施
設
長
及
び
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
、
あ
ら
か
じ
め
子
ど
も
、
保
護
者
等
の
意
向
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
等
の

状
況
を
再
判
定
し
た
結
果
、
延
長
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
行
う
。
こ
の
手
続
き
は
、
１
８
歳
に
達
す
る
日
ま
で
に
完
了
し
、
延
長
年

限
を
付
し
て
保
護
者
、
施
設
長
に
通
知
す
る
。

○
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
児
童
は
１
８
歳
未
満
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
児
童
養
護
施
設
や
里
親
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
２
０
歳
未
満
ま
で
措
置

延
長
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

○
実
際
の
運
用
は
、
１
８
歳
の
年
度
末
（
高
校
卒
業
時
点
）
で
、
就
職
又
は
進
学
等
に
よ
り
児
童
養
護
施
設
を
退
所
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
１
９
歳
で
退
所
す
る
児

童
は
、
１
割
以
下
（
平
成
２
２
年
度
高
校
卒
業
児
童
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
２
３
年
１
２
月
に
積
極
的
活
用
を
図
る
よ
う
通
知
し
た
。

※
児
童
養
護
施
設
の
高
校
卒
業
児
童
に
係
る
措
置
延
長
児
童
数
及
び
高
校
卒
業
児
童
に
占
め
る
割
合

Ｈ
２
２
：
１
５
３
人
（
９
．
６
％
）
→
Ｈ
２
３
：
１
８
２
人
（
１
１
．
８
％
）
→
Ｈ
２
４
：
２
６
３
人
（
１
６
．
２
％
）
→
Ｈ
２
５
：
２
３
１
人
（
１
３
．
４
％
）
→
Ｈ
２
６
：
２
９
３
人
（
１
６
．
３
％
）

児
童
養
護
施
設
等
及
び
里
親
等
の
措
置
延
長
等
に
つ
い
て
（
平
成
２
３
．
１
２
．
２
８
雇
児
発
１
２
２
８
第
２
号
）

１
措
置
延
長
の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
た
児
童
や
里
親
等
に
委
託
し
た
児
童
に
つ
い
て
は
、
…
、
満
１
８
歳
を
超
え
て

満
２
０
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
当
該
規
定
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
、

①
大
学
等
や
専
門
学
校
等
に
進
学
し
た
が
生
活
が
不
安
定
で
継
続
的
な
養
育
を
必
要
と
す
る
児
童
等

②
就
職
又
は
福
祉
的
就
労
を
し
た
が
生
活
が
不
安
定
で
継
続
的
な
養
育
を
必
要
と
す
る
児
童
等

③
障
害
や
疾
病
等
の
理
由
に
よ
り
進
学
や
就
職
が
決
ま
ら
な
い
児
童
等
で
あ
っ
て
継
続
的
な
養
育
を
必
要
と
す
る
も
の

な
ど
の
場
合
、
児
童
養
護
施
設
等
や
里
親
等
の
意
見
を
聴
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
児
童
等
及
び
そ
の
保
護
者
の
意
向
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
延
長
す

る
こ
と
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
活
用
す
る
こ
と
。
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18
歳

以
上
の
者
に
対
す
る
支
援
の
継
続

【
平

成
29

年
４
月

施
行
・

児
童
福

祉
法

】

〇
現
行
の
児
童
福
祉
法
で
は
、
原
則
と
し
て
１
８
歳
（
措
置
延
長
の
場
合
は
２
０
歳
）
に
到
達
し
た
時
点
で
支
援
が
終
了
し
て
お
り
、

支
援
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
８
歳
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援
を
断
た
れ
る
場
合
が
あ
る
。

児
童
福
祉
法
の
児
童
の
年
齢
で
あ
る
１
８
歳
を
超
え
た
場
合
に
お
い
て
も
、
自
立
の
た
め
の
支
援
が
必
要
に
応
じ
て
継
続

さ
れ
る
た
め
の
仕
組
み
の
整
備
が
必
要
。

課 題

自
立

里
親
／
児
童
養
護
施
設

※
リ
ー
ビ
ン
グ
ケ
ア
の
強
化

（
自
立
訓
練
の
場
を
整
備
）

措
置
延
長
【
法
律
】

※
積
極
的
に
活
用

支
援
対
象
を
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
延
長
（
就

学
者
）
【
法
律
】

自
立
援
助
ホ
ー
ム

（
義
務
教
育
終
了
後
～
２
０
歳
未
満
）

※
設
置
数
の
拡
大

新
た
な
予
算
事
業
に
よ
る
対
応

（
次
ペ
ー
ジ
）
【
予
算
】

義
務
教
育

終
了
後

生
活
相
談
支
援
、
就
業
支
援
、
相
互
交
流
、
居
場
所
づ
く
り
（
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
）
※
実
施
自
治
体
を
拡
大

１
８
歳

２
０
歳

２
２
歳
の
年
度
末

一
時
保
護

里
親
等
委
託

新
規

延
長

新
規
・
措
置
変
更

延
長

一
時
保
護
中
に
1
8
歳
到
達

×
→
〇

×
→
〇

×
→
〇

里
親
等
委
託
中
に
1
8
歳
到
達

×
→
〇

×
→
〇

×
→
〇

〇

○
一
時
保
護
中
に
1
8
歳
に
達
し
た
者
の
一
時
保
護
の
延
長
・
措
置
を
可
能
と
す
る
。

○
里
親
委
託
等
中
に
1
8
歳
に
達
し
た
者
の
措
置
変
更
・
更
新
、
一
時
保
護
を
可
能
と
す
る
。

※
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
次
の
ス
ラ
イ
ド
参
照
。

改
正
法
に
よ
る
対
応

1
8
歳
～
2
0
歳
到
達
ま
で
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自
立
援

助
ホ
ー
ム
の
対
象
者
の
拡
大

【
平
成
29
年
４
月
施
行
・
児
童
福
祉
法
】

○
現
行
の
児
童
福
祉
法
で
は
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
入
居
者
が
２
０
歳
に
到
達
し
た
時
点
で
、
支
援
が
必
要
な
場
合
で
も

退
所
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
学
卒
業
ま
で
継
続
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
０
歳
を
超
え
た
場
合
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
。

課 題 現 行

２
０
歳 ※
現
行
の
児
童
福
祉
法
で
は
、
２
０
歳
到
達
以
降
は
、

自
立
援
助
ホ
ー
ム
に
よ
る
支
援
の
対
象
外

１
５
歳

○
対
象
者
の
拡
大
（
※
）

改 正 後

２
０
歳

１
５
歳

○
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
入
居
者
で
あ
っ
て
大
学
等
に
修
学
し
て
い
る
場
合
に
は
、
２
２
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日

ま
で
支
援
の
対
象
と
す
る
。

※
入
居
者
の
支
援
の
必
要
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
用
を
検
討
。

改
正
法
に
よ
る
対
応

１
８
歳

○
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

(自
立
援
助
ホ
ー
ム
)に
よ
る
援
助

１
８
歳

○
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

(自
立
援
助
ホ
ー
ム
)に
よ
る
援
助

２
２
歳
の
年
度
末

※
大
学
等
（
職
業
訓
練
校
、
専
門
学
校
等
を
含

む
。
）
就
学
中
の
者
に
あ
っ
て
は
、
2
2
歳
の
年

度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
者
に
対
象
拡
大

つ
い
て
は
、
１
８
歳
（
措
置
延
長
の
場
合
は
２
０
歳
）
到
達
後
も
、
２

２
歳
の
年
度
末
ま
で
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
予
算
事
業
の
創
設
を
検
討

予
算
事
業

大
学
等
就
学
者
以
外
の
者
に
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②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
を
利
用
可

③
身
元
保
証
を
利
用
可

①
居
住
支
援

・
進
学
又
は
就
職
し
一
般
の
賃
貸
物
件
を
実
施
主
体
が
賃
借
し
て
居
住
。
家
賃
は
貸
付
事
業
を

活
用
。

・
進
学
し
た
が
中
退
し
た
者

②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
（
必
須
）
⇒
別
紙

③
身
元
保
証
を
利
用
可

①
居
住
支
援

・
里
親
家
庭
又
は
施
設
（
定
員
外
で
一
定
枠
を
確
保
）
に
居
住
。

・
本
事
業
の
た
め
に
確
保
し
た
部
分
は
本
事
業
に
よ
り
補
助

①
生
活
費
支
援

・
進
学
し
た
が
引
き
続
き
支
援
が
必
要
な
者
（
一
部
自
己
負
担
有
り
）

・
進
学
、
就
職
し
て
い
な
い
者
（
全
額
を
補
助
）

②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
（
必
須
）
⇒
別
紙

③
身
元
保
証
を
利
用
可

1
8
歳
（
又
は
2
0
歳
）

2
2
歳
の
年
度
末

措 置 終 了

家
庭
養
護

施
設
養
護

又
は

里
親
家
庭
・
施
設

一
般
の
住
居

※
個
々
の
支
援
内
容
に
応
じ
て

民
間
団
体
へ
の
委
託
も
可

※
実
施
主
体
は
、
都
道
府
県
、

指
定
都
市
、
児
童
相
談
所

設
置
市
、
市
町
村
（
市
町

村
は
③
の
み
実
施
可
）

一
般
の
住
居

例
１

貸
付
事
業
を
利
用
可

※
親
族
等
と
同
居
す
る
場
合
を
含
む

（
そ
の
場
合
は
②
生
活
相
談
・
就
労
相
談
の
利
用
可
）

例
２

例
３

一
般
の
住
居

0

継 続 支 援 計 画 の 作 成

（ 本 人 の 同 意 を 得 る ）

૑ ਏ प ૢ ग थ ঳ ಹ ઱ ੁ प ୎ ষ

（ 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 制 度 な ど ）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
等
に
よ
る
支
援
の

必
要
性
が
見
込
ま
れ
る

場
合
に
は
、
継
続
支
援

計
画
に
そ
の
利
用
を
位

置
付
け
、
段
階
的
に
利

用
開
始

児
相
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
本
人
、
里
親
等
、

施
設
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
継
続
支
援
計
画
を
作
成

社
会
的
養
護
自
立
支
援
事
業
（
仮
称
）
の
創
設
（
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
）

○
平
成
２
８
年
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
）
の
対
象
者
に
、
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
大

学
等
就
学
中
の
者
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
、
里
親
等
へ
の
委
託
や
、
児
童
養
護
施
設
等
へ
の
施
設
入
所
措
置
を
受
け
て
い
た
者
に
つ
い
て
、
１
８
歳
（
措
置
延
長
の
場
合
は
２
０

歳
）
到
達
後
も
原
則
２
２
歳
の
年
度
末
ま
で
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
と
し
て
、
社
会
的
養
護
自
立
支
援
事
業
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
。

施
策
の
目
的
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生
活
相
談
・
就
労
相
談
（
イ
メ
ー
ジ
）

対
象

者

退
所
前
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

等担
当
児
童
福
祉
司

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
継
続
支
援
計
画
を
作
成

・
生
活
や
就
労
面
か
ら
の
支
援
を
フ
ォ
ロ
ー

就
労
支
援
担
当
職
員

・
就
労
面
か
ら
の
支
援

都
道
府
県
・
児
童
相
談
所

生
活
相
談
・
就
労
相
談

自
立
支
援
担
当
職
員

児
童
指
導
員
・
保
育
士

施
設

⑤ 相 談

⑤ 支 援

相
談
支
援
担
当
職
員

・
主
に
生
活
面
か
ら
の
支
援

⑤ 居 住 支 援 ・ 生 活 費 支 援

③ 事 業 利 用 決 定 （ 原 則 措 置 期 間 中 に 行 う ）

② 事 業 利 用 申 請 （ 原 則 措 置 期 間 中 に 行 う ）

養
育
者

里
親

里
親
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
本
人
、

児
童
福
祉
司
、
里
親
等
、
施
設
職
員

の
意
見
を
聞
い
て
、
計
画
を
作
成
し
、

本
人
同
意
を
得
る

④
継
続
支
援
計
画
の
作
成

（
原
則
措
置
期
間
中
）

① 委 託

想
定
さ
れ
る
受
託
機
関

・
現
行
の
退
所
児
童
等
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
事
業
者

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立

相
談
支
援
機
関

（ 相 談 ）

（ 支 援 ）

① 委 託

里
親
家
庭
・
施
設
に

居
住
継
続
の
場
合
の

居
住
支
援
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